
戦
間
期
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
と

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
テ
ン
プ
ル

戦間期イギリスにおけるエキュメニカル運動とウィリアム・テンプル（井上）

井

上

ム
ロ

、
∀
ノ
も

【
要
約
】
　
戦
間
期
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
会
の
再
一
致
を
求
め
る
エ
キ
ュ
メ
自
愛
ル
運
動
が
急
速
に
進
展
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
い

て
こ
の
運
動
を
指
導
し
た
の
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
の
聖
職
者
テ
ン
プ
ル
で
あ
っ
た
。
彼
は
ま
た
一
方
で
、
教
会
の
世
俗
社
会
へ
の
介
入
を
推
進
す

る
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
運
動
の
指
導
者
で
も
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
従
来
「
教
会
再
」
致
」
と
い
う
教
会
史
的
な
関
心
か
ら
扱
わ
れ
て
き
た
エ
キ
ュ
メ

ニ
カ
ル
運
動
が
、
こ
の
時
期
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
運
動
と
密
接
に
関
連
し
な
が
ら
展
開
し
た
こ
と
を
示
す
。
こ
の
二
つ
の
運
動
の
相
互
作
用
的
な
展
開

は
、
テ
ン
プ
ル
が
新
た
な
時
代
に
相
応
し
い
教
会
の
姿
と
し
て
描
い
た
、
超
教
派
的
（
エ
キ
ュ
望
粥
カ
ル
）
な
国
民
教
会
と
い
う
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
具
現
化

す
る
上
で
不
可
欠
の
要
素
と
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
彼
の
教
会
観
は
、
同
時
期
ド
イ
ツ
に
お
い
て
隆
盛
し
た
ナ
チ
ズ
ム
と
あ
る
種
門
等
価
的
」
な
性
質
を

持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
ナ
チ
ズ
ム
と
の
関
係
に
も
醤
及
し
つ
つ
、
テ
ン
プ
ル
の
教
会
観
の
内
容
と
意
義
を
考
察
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
八
八
巻
六
号
　
二
〇
〇
五
年
一
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
一
九
二
四
年
四
月
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
部
の
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
政
治
・
経
済
・
市
民
会
議
（
O
魯
｛
①
§
8
8
0
巨
絵
⇔
。

・
・
琴
’
・
8
一
ぎ
注
・
…
一
華
以
下
C
・
P
E
C
）
と
題
す
る
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
議
長
を
務
め
た
の
は
、
イ
・
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
鴎

（
9
霞
爵
・
｛
田
α
Q
駆
詰
）
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
主
教
テ
ン
プ
ル
（
葦
毎
睾
日
の
居
同
Φ
）
で
あ
っ
た
。
世
俗
の
社
会
問
題
へ
の
教
会
の
介
入
を
主
張
　
9
9



す
る
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
運
動
（
○
げ
回
一
〇
り
け
一
9
昌
ω
O
O
一
簿
一
一
ω
白
ζ
○
＜
Φ
昌
ρ
①
O
け
）
の
指
導
者
で
あ
っ
た
彼
は
、
第
一
次
大
戦
中
か
ら
ラ
イ
フ
・
ア
ン
ド
・

リ
バ
テ
ィ
運
動
（
江
｛
＄
巳
ピ
一
げ
Φ
H
受
ζ
。
く
①
目
①
け
け
）
の
展
開
や
一
九
一
九
年
授
権
法
の
策
定
な
ど
を
通
じ
て
、
国
教
会
内
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

社
会
主
義
の
浸
透
に
尽
力
し
て
き
た
。
一
四
〇
〇
名
以
上
の
参
加
者
を
得
て
開
催
さ
れ
た
C
O
P
E
C
は
、
国
教
会
内
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教

社
会
主
義
の
気
運
を
さ
ら
に
高
め
、
社
会
問
題
に
積
極
的
に
関
与
す
る
新
た
な
教
会
像
を
打
ち
立
て
る
契
機
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
C
O
P
E
C
の
開
催
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
運
動
の
方
向
性
を
明
確
に
し
た
テ
ン
プ
ル
は
、
戦
間
期
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
（
教
会

再
［
致
）
運
動
の
推
進
に
力
を
注
ぐ
。
｝
九
【
○
年
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
世
界
宣
教
協
議
会
（
朝
・
同
匡
察
ω
ω
δ
津
蔓
○
。
臥
①
堅

窪
8
）
を
噛
矢
と
す
る
こ
の
運
動
は
、
究
極
的
に
は
教
会
分
断
の
長
い
歴
史
に
終
止
符
を
打
つ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
テ
ン
プ
ル
の
死
後

一
九
四
八
年
の
世
界
教
会
協
議
会
（
≦
o
吋
江
○
○
自
。
臨
o
h
O
げ
ξ
o
冨
も
。
）
の
設
立
は
そ
の
成
果
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
そ
の
後
も
教
会
一
致
を
目
指
す

運
動
は
今
日
に
至
る
ま
で
展
開
さ
れ
続
け
て
い
る
。
同
協
議
会
の
設
立
者
の
ひ
と
り
フ
ィ
ッ
セ
ル
ト
隣
ホ
ー
フ
ト
（
芝
田
Φ
ヨ
と
。
賦
≦
鴇
2
、
西

国
8
e
が
、
「
テ
ン
プ
ル
は
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
に
お
い
て
特
別
な
位
置
に
い
た
。
彼
は
そ
の
全
て
に
関
与
し
て
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

う
に
、
テ
ン
プ
ル
は
こ
の
運
動
の
萌
芽
期
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
潮
間
期
、
彼
は
国
教
会
内
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
運

動
に
お
い
て
も
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
に
お
い
て
も
、
と
も
に
指
導
的
な
立
場
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
テ
ン
プ
ル
が
提
唱
し
た
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
は
、
圏
教
会
を
「
体
制
教
会
（
Φ
ω
仲
P
び
｝
一
も
◎
ゲ
①
匹
　
O
げ
‘
H
O
げ
）
」
か
ら
「
国
民
教
会

（
　
恥
【
一
〇
轟
二
一
　
〇
げ
¢
H
O
げ
）
」
へ
と
移
行
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
彼
が
抱
い
て
い
た
教
会
観
－
新
た
な
時
代
に
ふ
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

わ
し
い
国
教
会
の
姿
…
が
大
き
く
作
用
し
て
い
た
。
本
稿
で
は
、
愛
翫
期
に
お
い
て
テ
ン
プ
ル
が
指
導
し
た
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
が
、
こ
の

キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
運
動
と
双
方
向
的
に
関
わ
り
な
が
ら
彼
の
教
会
観
を
具
現
化
し
て
ゆ
く
過
程
を
追
い
、
そ
の
結
果
と
し
て
現
れ
て
く
る

新
た
な
教
会
の
姿
が
持
つ
意
味
を
歴
史
的
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
試
み
る
。

　
エ
キ
ュ
装
丁
カ
ル
運
動
に
お
い
て
テ
ン
プ
ル
が
果
た
し
た
役
割
に
関
し
て
は
、
先
行
研
究
で
も
広
く
扱
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ

の
役
割
を
彼
の
教
会
観
あ
る
い
は
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
と
の
関
連
か
ら
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
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一問期イギリスにおけるエキュメニカル運動とウィリアム・テンプル（井上）

そ
の
要
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
は
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
を
中
心
に
扱
う
研
究
で
は
、
「
教
会
再
～
致
」
と
い
う
大
目
的
を
重
視
し
た
教
会
史

的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
・
王
流
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
こ
の
分
野
で
は
、
神
学
・
教
義
に
関
す
る
諸
教
中
間
の
対
話
・
相
互

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

理
解
が
議
論
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
研
究
に
関
し
て
は
、
政
治
・
経
済
へ
の
影
響
か
ら
そ
の
意
義
を

は
か
ろ
う
と
す
る
傾
向
が
強
い
。
特
に
テ
ン
プ
ル
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
に
関
し
て
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
福
祉
国
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

建
設
に
与
え
た
影
響
か
ら
評
価
す
る
研
究
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
エ
キ
ュ
下
町
カ
ル
運
動
が
関
連
す
る
要
素
は
ほ
と
ん
ど
無
い
。

近
年
の
テ
ン
プ
ル
研
究
に
お
い
て
も
ケ
ン
ト
が
、
後
述
す
る
一
九
二
六
年
の
ス
ト
ラ
イ
キ
へ
の
介
入
の
失
敗
に
際
し
、
「
こ
の
時
期
、
テ
ン
プ

ル
は
方
針
を
変
化
さ
せ
る
。
彼
は
宗
教
と
政
治
の
問
題
の
行
き
詰
り
を
避
け
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
の
専
門
的
領
域
（
け
冨
ω
冨
。
邑
警
守
【
紹
）
に
移

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

つ
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
と
エ
キ
ュ
メ
新
潮
ル
運
動
を
ほ
と
ん
ど
別
個
の
問
題
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
関
連
研
究
史
に
お
い
て
、
二
つ
の
運
動
は
「
異
質
」
な
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。

　
彼
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
の
本
質
的
な
意
義
、
あ
る
い
は
イ
ギ
リ
ス
福
祉
国
家
の
起
源
や
構
成
要
素
を
分
析
す
る
上

で
有
効
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
テ
ン
プ
ル
の
教
会
観
を
軸
に
こ
の
二
つ
の
運
動
を
見
た
場
合
、
彼
の
キ
リ

ス
ト
教
社
会
・
王
義
運
動
が
（
政
治
・
経
済
領
域
へ
の
介
入
に
と
ど
ま
ら
ず
）
教
会
の
あ
り
方
を
変
え
よ
う
と
す
る
試
み
の
一
環
で
あ
り
、
ま
た
同
時

期
に
彼
が
推
進
し
た
エ
キ
ュ
翠
煙
カ
ル
運
動
も
そ
の
中
で
具
体
的
（
あ
る
い
は
世
俗
的
）
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
側
面
が
見
え
て

く
る
。

　
以
下
で
は
、
ま
ず
第
～
章
で
C
O
P
E
C
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
運
動
に
お
け
る
意
義
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動

の
中
で
の
位
置
づ
け
を
試
み
る
。
第
二
章
に
お
い
て
、
戦
間
期
、
C
O
P
E
C
を
起
点
と
す
る
テ
ン
プ
ル
の
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
が
キ
リ
ス

ト
教
社
会
主
義
と
の
関
連
で
ど
の
よ
う
な
展
開
を
示
す
の
か
を
見
る
。
そ
の
後
第
三
章
で
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
ナ
チ
ス
の
政
権
掌
握
と
と
も
に

引
き
起
こ
さ
れ
た
教
会
と
政
治
の
問
題
が
、
テ
ン
プ
ル
の
教
会
観
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か
を
分
析
し
、
そ
の
関
係
が
持
つ
意
味
を

考
察
す
る
。
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①
拙
稿
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
に
お
け
る
教
会
観
の
変
化
一
八
八
九
～
一
九

　
二
四
年
ー
キ
リ
ス
ト
教
社
会
連
合
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
テ
ン
プ
ル
」
、
噸
史
林
隔
八

　
七
巻
五
号
（
二
〇
〇
四
年
）
。

②
≦
〉
．
≦
ω
。
。
Φ
穏
．
御
国
。
。
｛
F
、
穿
Φ
○
①
器
差
。
＝
冨
≦
。
邑
O
。
慧
。
出
。
｛

　
O
訂
8
訂
。
。
口
p
圃
■
”
o
¢
ω
Φ
睾
侮
ω
．
冨
巴
一
（
＆
ω
シ
郎
§
§
冤
駄
導
馬
肉
q
§
四
§
鵠
ミ

　
§
q
§
N
§
咋
瞬
総
N
N
◎
へ
Q
Q
（
Ω
Φ
窪
く
P
一
り
。
。
①
ソ
鳴
．
謡
ω
．

③
当
時
の
キ
り
ス
ト
教
祉
会
主
義
者
の
間
に
お
け
る
教
会
観
の
相
違
お
よ
び
テ
ン

　
プ
ル
の
教
会
観
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
拙
著
論
文
を
参
照
。

④
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
に
関
す
る
近
年
の
主
な
研
究
と
し
て
は
、
幻
。
島
Φ
磐
q

　
冨
Φ
臣
”
醇
雰
§
望
駄
暮
恥
肉
ら
§
N
§
帖
ミ
N
さ
竃
ミ
§
貰
づ
四
コ
訂
σ
q
Φ
鎚
耳
§
鴨

　
肉
ミ
ミ
§
跨
ミ
§
q
§
罵
ミ
、
出
起
討
壁
q
§
§
遂
ミ
§
遷
（
団
。
鼠
。
鈍
鱒
O
O
膳
）
な
ど
が
挙

　
げ
ら
れ
る
。
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

　
》
．
潤
霧
［
ぎ
α
q
ω
一
時
霞
設
。
礎
駄
肉
謁
鴨
駐
》
O
》
識
ミ
§
職
§
N
℃
め
q
－
め
◎
O
Q
（
い
。
琶
。
戸

　
卜
⊃
O
O
じ
に
お
い
て
も
岡
様
で
あ
る
。
一
方
で
、
U
．
囚
躍
σ
団
の
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運

　
動
研
究
（
、
≦
睡
一
蕾
冒
6
①
ヨ
営
P
空
眠
×
H
H
甲
国
8
ヨ
Φ
巳
。
。
鼻
累
準
。
ε
邑
ピ
簿
掌
る
巳

　
汗
Φ
勺
。
ω
？
≦
舞
勺
留
8
．
”
§
袋
§
ミ
駄
尊
ミ
嵩
§
§
N
翰
零
簿
趣
く
。
記
①
H
も
。
ω
器
ω
＼
介

　
一
り
㊤
P
お
よ
び
．
0
7
ユ
ω
ユ
㊤
o
O
g
o
唱
Φ
冨
鼠
。
降
雪
匹
爵
Φ
国
2
ヨ
①
巳
。
鉱
崔
⑦
鉱
ぎ
簿
Φ

　
ら
ω
O
ω
P
巳
這
蒔
O
ω
、
”
肉
§
§
§
醤
肉
鴨
織
偽
軽
駄
奪
き
壁
く
O
囲
9
c
Q
v
H
ω
曽
Φ
押
8
8
な

　
ど
）
は
、
よ
り
世
俗
的
な
観
点
か
ら
エ
キ
ュ
韓
国
カ
ル
運
動
を
捉
え
よ
う
と
す
る

　
も
の
で
あ
り
、
筆
者
の
関
心
に
近
い
。

⑤
こ
の
暁
期
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
運
動
を
扱
っ
た
近
年

　
の
研
究
と
し
て
は
、
〉
’
≦
ロ
江
湧
。
戸
9
誌
職
§
砺
。
叙
ミ
傍
ミ
、
勲
ミ
ー
寒
ミ
ミ
8

　
§
塁
し
d
ミ
λ
い
。
乱
o
P
一
⑩
㊤
Q
。
）
一
ζ
．
O
ユ
巳
Φ
ざ
9
§
§
急
§
G
§
N
§
§
眺
§
§
ミ
書

　
G
ぎ
、
き
駄
寧
蝿
N
§
鉢
卜
物
恥
ミ
N
》
§
α
q
ミ
§
§
§
域
象
駄
暮
鴨
寒
ミ
趣
無
謬
鴨
§
悪
恥
き
越

　
（
O
×
♂
己
甲
卜
。
O
O
膳
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

⑥
旨
浮
露
悪
ミ
§
智
宰
ミ
爵
9
ミ
鼻
蜜
鷺
§
無
恥
鼠
§
§
ヒ
目
ミ
ミ
醤
気
。
。
。
。
O
－

　
k
綜
O
（
○
餌
臼
鐸
乙
α
q
ρ
一
り
露
y
℃
．
竃
。
。
．
ケ
ン
ト
の
研
究
に
お
け
る
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ

　
ル
運
動
の
扱
い
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
く
と
、
彼
は
第
二
次
大
戦
に
際
し
て
の
教

　
会
の
対
応
と
し
て
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
を
取
り
上
げ
、
そ
の
結
果
的
な
無
力
さ

　
を
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
必
ず
し
も
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
を
「
専
門
的
領

　
域
」
と
し
て
世
俗
社
会
と
分
離
し
て
扱
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
キ

　
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
と
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
の
相
関
性
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん

　
ど
雪
及
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
最
近
の
研
究
と
し
て
、
ω
．
ω
で
Φ
昌
。
①
「
り
葦
ミ
§
轡

　
寒
愚
蜀
郎
9
ミ
鵡
ミ
‡
愚
ぎ
遷
（
ピ
。
巳
o
P
N
O
O
じ
が
あ
る
が
、
自
身
述
べ
て
い

　
る
よ
う
に
概
説
的
な
伝
記
で
あ
り
、
ケ
ン
ト
の
研
究
か
ら
踏
み
出
す
も
の
で
は
な

　
い
。
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第
一
節
　
C
O
P
E
C
と
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義

既
述
の
通
り
C
O
P
E
C
本
会
議
は
、
一
九
二
四
年
四
月
に
開
催
さ
れ
た
。
も
と
も
と
こ
の
C
O
P
E
C
開
催
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
一

九
一
八
年
に
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
、
ヨ
ー
ク
の
両
大
主
教
に
提
出
さ
れ
た
『
キ
リ
ス
ト
教
と
産
業
問
題
（
9
誌
勘
§
昼
§
駄
営
ミ
恥
ミ
ミ
箏
6
ミ
恥
§
）
』
と
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題
す
る
報
告
書
で
あ
る
。
第
一
次
大
戦
中
、
従
軍
牧
師
の
経
験
な
ど
か
ら
一
般
兵
士
の
間
で
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
力
が
壊
滅
的
な
状
況
に
陥
っ

て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
た
国
教
会
は
、
一
九
～
六
年
に
「
国
内
伝
道
（
密
ぎ
目
巴
護
ω
ω
δ
昌
。
｛
菊
g
Φ
葺
雪
8
鋤
鼠
国
8
①
）
」
を
展
開
し
た
。
そ
の

成
果
と
し
て
五
つ
の
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
が
、
ト
ー
ニ
ー
（
零
。
冨
凱
閏
承
事
日
記
技
官
）
ら
が
中
心
と
な
っ
て
作
成

し
た
こ
の
報
告
書
で
あ
る
。
同
報
告
書
は
、
現
代
の
産
業
主
義
の
問
題
は
そ
の
競
争
原
理
に
あ
る
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
の
産
業
領
域
へ

の
適
用
を
・
王
馨
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
教
会
が
そ
れ
を
積
極
的
に
推
進
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
失
業
保
険
や
最
低
賃
金
の
提

案
な
ど
具
体
的
政
策
に
触
れ
て
い
る
。
教
会
内
外
の
注
目
を
集
め
た
こ
の
報
告
書
は
、
国
教
会
が
一
般
社
会
と
の
関
係
に
お
い
て
新
た
な
ス
タ

ン
ス
を
取
ろ
う
と
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
報
告
書
を
踏
ま
え
て
一
九
二
〇
年
、
テ
ン
プ
ル
を
委
員
長
と
し
て
約
三
五
〇

名
か
ら
な
る
C
O
P
E
C
委
員
会
が
設
立
さ
れ
る
。
委
員
会
は
、
「
神
の
本
性
と
現
世
に
お
け
る
そ
の
目
的
」
、
「
教
育
」
、
「
家
庭
」
、
「
性
関
係
」
、

「
余
暇
」
、
「
犯
罪
の
取
り
扱
い
」
、
「
国
際
関
係
」
、
「
キ
リ
ス
ト
教
と
戦
争
」
、
「
産
業
と
財
産
」
、
「
政
治
と
市
民
」
、
「
教
会
の
社
会
的
役
割
」
、

「
キ
リ
ス
ト
教
の
社
会
的
影
響
の
歴
史
的
説
明
」
と
い
っ
た
～
二
の
小
委
員
会
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
が
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
調
査

を
行
い
対
策
を
提
示
し
た
。
そ
し
て
一
九
二
四
年
四
月
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
に
お
い
て
本
会
議
が
開
催
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
本
会
議
で
は
報
告
書

に
関
し
て
本
格
的
に
討
議
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
各
委
員
会
が
提
出
し
た
報
告
を
承
認
し
、
こ
れ
を
公
に
し
た
。

　
こ
の
C
O
P
E
C
に
お
い
て
国
教
会
は
、
社
会
の
幅
広
い
領
域
に
存
す
る
諸
問
題
に
対
し
て
、
積
極
的
な
関
心
と
そ
の
問
題
を
解
決
し
よ
う

と
す
る
意
志
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。
そ
の
意
味
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ト
ー
ニ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
作
成
し
た
「
産
業
と
財

産
」
報
告
書
で
あ
る
。
報
告
書
は
、
＝
九
世
紀
の
産
業
の
飛
躍
的
発
展
は
、
間
違
い
な
く
社
会
全
体
を
豊
か
に
し
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

国
民
の
良
心
だ
け
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
よ
う
な
社
会
的
悲
鯛
を
も
生
み
出
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
諸
個
人
の
内
面
的
回
心
と
慈
善
活
動

に
頼
っ
て
い
た
キ
リ
ス
ト
教
会
が
、
社
会
の
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
を
問
題
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
報
告
書
は
、
あ
ら
た

め
て
最
低
賃
金
の
設
定
や
失
業
者
救
済
策
、
住
宅
問
題
の
改
善
策
な
ど
を
提
案
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
C
O
P
E
C
は
聖
書
の
倫
理
規
範
と

現
実
の
社
会
問
題
を
結
ぶ
「
中
間
原
理
（
巨
琶
δ
Q
践
。
ヨ
）
」
を
導
き
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
年
の
第
一
次
マ
ク
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ド
ナ
ル
ド
労
働
党
政
権
の
崩
壊
も
あ
り
、
C
O
P
E
C
は
社
会
状
況
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
研
究
者
の
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ち
で
も
、
C
O
P
E
C
に
対
す
る
評
価
は
概
し
て
低
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
と
は
い
え
、
そ
の
後
の
教
会
の
新
た
な
領
域
に
お
け
る
活
動
に
筋
道
を
つ
け
た
と
い
う
意
味
で
は
、
C
O
P
E
C
の
持
つ
意
味
は
大
き
い
。

～
九
五
六
年
、
教
会
議
会
（
O
巨
『
9
》
G
・
し
・
①
導
巳
望
）
の
社
会
産
業
審
議
会
は
、
「
国
家
お
よ
び
世
俗
秩
序
に
対
す
る
圏
教
会
の
対
応
の
原
理
に
関

す
る
調
査
報
告
書
」
と
し
て
、
『
国
民
教
会
と
社
会
秩
序
』
と
題
す
る
報
告
書
を
作
成
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
「
C
O
P
E
C
は
社
会
問
題
に

対
す
る
キ
リ
ス
ト
教
意
識
を
高
め
、
も
し
深
刻
な
産
業
問
題
が
存
在
す
る
な
ら
、
教
会
が
何
ら
か
の
行
動
に
出
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
の
だ
」

　
　
　
　
　
③

と
評
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
国
教
会
の
姿
に
与
え
た
影
響
を
捻
る
な
ら
ば
、
荊
キ
リ
ス
ト
教
と
産
業
問
題
』
報
告
書
の
提
出
か
ら
C
O
P
E

C
開
催
ま
で
の
一
連
の
活
動
は
、
き
わ
め
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
す
べ
て
の
聖
職
者
が
支
持
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た

が
、
多
く
の
主
教
が
世
俗
社
会
の
問
題
に
関
心
を
持
ち
、
C
O
P
E
C
の
趣
旨
に
賛
同
し
た
。
さ
ら
に
そ
れ
は
、
「
祈
る
保
守
党
（
O
自
。
・
Φ
暴
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

牙
Φ
護
身
象
慧
旨
目
）
」
と
も
呼
ば
れ
て
き
た
国
教
会
が
、
新
た
に
台
頭
し
て
き
た
労
働
党
と
の
関
係
を
深
め
て
ゆ
く
過
程
で
も
あ
っ
た
。

第
二
節
　
C
O
P
E
C
と
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動

　
一
九
二
四
年
の
C
O
P
E
C
に
つ
い
て
い
ま
ひ
と
つ
注
目
し
た
い
の
は
、
社
会
介
入
の
主
体
と
し
て
想
定
さ
れ
た
の
が
圏
教
会
で
は
な
く
、

「
キ
リ
ス
ト
教
会
」
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
C
O
P
E
C
に
は
国
教
会
の
み
な
ら
ず
様
々
な
教
派
か
ら
聖
職
者
が
参
加
し
て
お
り
、
副
議
長

を
務
め
た
ガ
ー
ヴ
イ
ー
（
≧
｛
お
儒
国
ヨ
婁
O
費
く
δ
）
も
会
衆
派
に
属
し
て
い
た
。
テ
ン
プ
ル
は
開
会
式
典
で
「
わ
れ
わ
れ
は
今
日
こ
こ
で
、
誠

実
さ
と
希
望
に
促
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
会
の
中
の
精
神
運
動
の
成
果
を
代
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
、
国
教
会
の
会
議
で
は
な
く
キ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ス
ト
教
会
を
代
表
す
る
会
議
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
意
義
を
把
握
す
る
た
め
に
、
二
〇
世
紀
前
半
に
お
け
る
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル

運
動
の
概
要
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
キ
リ
ス
ト
教
会
の
分
断
を
修
復
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
過
去
幾
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
日
的
な
意
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味
に
お
け
る
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
は
、
一
九
～
○
年
に
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
で
開
催
さ
れ
た
世
界
宣
教
協
議
会
に
起
源
を
持
つ
と
す
る
の
が
通
説

　
　
⑥

で
あ
る
。
同
協
議
会
の
決
議
で
は
、
教
派
の
違
い
に
関
わ
ら
ず
「
宣
教
の
拠
点
（
国
・
ヨ
Φ
b
σ
器
Φ
・
｛
≦
。
。
。
・
一
8
。
。
）
」
と
し
て
の
「
神
」
が
ひ
と
つ
で

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
勧
・
こ
の
よ
う
に
・
一
6
世
紀
初
頭
と
い
う
時
期
に
こ
の
運
動
が
震
し
た
背
景
に
は
・
植
民
地
で
の
宣
教
活
動

を
有
効
に
進
め
る
た
め
に
教
派
間
で
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
要
請
が
あ
っ
た
。
こ
の
世
界
宣
教
協
議
会
は
そ
の
後
も
、
エ
ル
サ
レ
ム
会

議
（
一
九
二
八
年
）
、
タ
ン
バ
ラ
ム
会
議
（
～
九
三
八
年
）
と
回
を
重
ね
て
ゆ
く
。

　
一
方
で
第
一
次
大
戦
後
、
従
軍
牧
師
の
経
験
や
国
際
連
盟
設
立
の
影
響
を
受
け
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
教
会
自
体
の
一
致
を
求
め
る
声
が

高
ま
る
。
こ
の
要
望
を
受
け
て
、
大
戦
後
新
た
に
二
つ
の
対
話
ル
ー
ト
が
設
け
ら
れ
た
。
ひ
と
つ
は
、
主
に
諸
教
派
の
教
義
に
つ
い
て
話
し
合

う
場
と
し
て
の
「
信
仰
と
職
制
（
「
鶏
『
昌
O
O
誌
㊦
H
）
」
会
議
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
聖
公
会
の
ブ
レ
ン
ト
（
○
冨
旨
ω
b
づ
お
巳
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ

た
こ
の
会
議
は
、
～
九
二
七
年
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
で
第
一
回
会
議
を
開
催
し
、
三
七
年
に
は
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
で
第
二
回
会
議
を
開
催
し
て
い
る
。
も

う
ひ
と
つ
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ル
ー
テ
ル
教
会
の
ウ
プ
サ
ラ
大
主
教
ゼ
ー
デ
ル
ブ
ロ
ム
（
三
弦
費
雪
ω
α
紆
H
匡
。
白
）
の
招
聰
に
よ
っ
て
～
九
二

五
年
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
第
～
圓
会
議
が
開
催
さ
れ
た
「
生
活
と
実
践
（
H
尺
一
｛
Φ
　
鋤
昌
島
　
く
『
O
H
犀
）
」
会
議
で
あ
る
。
第
二
圓
会
議
は
「
信
仰
と
職

制
」
と
同
じ
く
三
七
年
に
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
開
催
さ
れ
、
こ
の
両
会
議
の
連
絡
の
下
、
世
界
教
会
協
議
会
の
設
立
が
提
案
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

　
九
三
八
年
の
ユ
ト
レ
ヒ
ト
会
議
で
同
協
議
会
の
設
立
が
決
定
し
、
暫
定
世
界
協
議
会
中
央
委
員
会
（
℃
δ
＜
巨
窪
巴
≦
。
ま
0
8
昌
昆
、
ω
○
の
馨
邑

○
。
難
駐
羅
①
）
が
設
置
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
第
二
次
大
戦
を
経
た
一
九
四
八
年
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
お
い
て
世
界
教
会
協
議
会
が
正
式
に
設

立
さ
れ
、
三
つ
の
会
議
は
最
終
的
に
こ
れ
に
吸
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
時
期
に
お
け
る
テ
ン
プ
ル
の
役
割
を
あ
ら
か
じ
め
見
て
お
く
と
、
彼
は
、
一
九
～
○
年
の
世
界
宣
教
協
議
会
に
学
生
キ
リ
ス
ト
教
運
動

（
ω
ε
号
艮
○
貯
坤
ω
甑
繕
窓
。
〈
①
ヨ
Φ
艮
、
以
下
S
C
M
）
の
代
表
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
一
九
二
七
年
「
信
仰
と
職
制
」
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
会

議
で
「
教
会
の
性
質
（
累
餌
け
賞
H
①
　
○
眺
　
酔
ゲ
Φ
　
0
げ
口
H
O
げ
）
」
部
会
の
副
議
長
、
二
八
年
の
世
界
宣
教
協
議
会
エ
ル
サ
レ
ム
会
議
で
は
、
「
他
宗
教
と
の
関

係
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
O
臣
。
。
け
帥
目
串
Φ
ω
の
p
σ
q
Φ
融
同
①
聾
δ
⇒
δ
9
ぽ
＝
警
α
q
δ
臣
ω
）
」
部
会
の
議
長
を
務
め
て
い
る
。
さ
ら
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に
一
九
二
九
年
八
月
以
降
は
、
「
信
仰
と
職
制
」
継
続
委
員
会
の
委
員
長
を
ブ
レ
ン
ト
か
ら
引
き
継
ぎ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
準
備
会
合
を
幾

度
も
主
催
し
て
い
る
。
三
七
年
に
は
「
信
仰
と
職
制
」
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
会
議
を
議
長
と
し
て
主
催
し
、
同
年
の
「
生
活
と
実
践
」
オ
ク
ス
フ

ォ
ー
ド
会
議
で
も
「
最
終
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
草
稿
を
作
成
す
る
な
ど
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
た
世
界
教
会
協
議
会
の
設
立
を
決
め

た
ユ
ト
レ
ヒ
ト
会
議
で
は
議
長
を
務
め
、
暫
定
委
員
会
の
委
員
長
に
も
選
出
さ
れ
る
が
、
彼
は
世
界
教
会
協
議
会
の
設
立
を
待
た
ず
、
四
四
年

に
世
を
去
っ
て
い
る
・
以
上
が
・
戦
間
期
の
エ
キ
ュ
三
嘆
カ
ル
蕩
と
そ
の
中
に
お
け
る
テ
ン
プ
ル
の
役
割
の
概
略
で
あ
舳
・

　
こ
の
よ
う
な
エ
キ
ュ
メ
遊
芸
ル
運
動
の
流
れ
の
中
で
、
C
O
P
E
C
の
開
催
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
で
、

C
O
P
E
C
に
お
け
る
S
C
M
の
役
割
が
注
目
さ
れ
る
。
S
C
M
は
一
八
九
〇
年
代
か
ら
形
成
さ
れ
始
め
た
、
学
生
に
よ
る
超
教
派
的
な
キ
リ

ス
ト
教
団
体
で
あ
っ
た
。
テ
ン
プ
ル
は
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
在
学
中
に
こ
れ
に
参
加
し
、
そ
れ
以
来
積
極
的
な
貢
献
を
し
て
い
る
。
そ
の
S
C
M

は
二
〇
世
紀
初
頭
、
数
多
く
の
学
生
を
集
め
る
一
方
で
自
ら
の
福
音
主
義
的
起
源
と
宗
教
性
を
希
薄
化
さ
せ
て
ゆ
き
、
活
動
の
重
点
を
社
会
改

　
　
　
　
　
　
　
⑨

良
へ
と
移
し
始
め
る
。
そ
の
一
方
で
S
C
M
は
、
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
エ
キ
ュ
幻
惑
カ
ル
・
シ
ン
ク
タ
ン
ク
」
と
し
て
の
性
格
も
持
つ

　
　
⑩

て
い
た
。
ケ
ン
ト
や
ウ
ィ
ル
キ
ン
ソ
ン
な
ど
C
O
P
E
C
の
社
会
・
経
済
的
影
響
（
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
的
側
面
）
を
重
視
す
る
研
究
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

そ
の
起
源
を
『
キ
リ
ス
ト
教
と
産
業
問
題
』
報
告
書
に
求
め
て
い
る
が
、
よ
り
広
い
観
点
か
ら
C
O
P
E
C
を
位
置
づ
け
る
な
ら
、
こ
の
S
C

M
の
影
響
も
無
視
で
き
な
い
。
一
九
〇
九
年
、
S
C
M
の
方
針
転
換
が
見
ら
れ
る
時
期
に
、
テ
ン
プ
ル
は
マ
ッ
ト
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
S
C
M
の

会
議
を
議
長
と
し
て
開
催
し
て
い
る
。
主
題
は
「
キ
リ
ス
ト
教
と
社
会
問
題
（
9
冨
9
特
高
磐
α
ω
。
9
鋤
一
℃
δ
ぴ
♂
霧
ご
で
あ
っ
た
。
同
会
議
は
、

キ
リ
ス
ト
教
会
の
社
会
問
題
へ
の
介
入
を
主
張
す
る
と
と
も
に
、
テ
ン
プ
ル
を
議
長
と
し
て
社
会
問
題
に
関
心
を
持
つ
聖
職
者
に
よ
る
超
教
派

的
団
体
コ
リ
ー
ジ
ウ
ム
（
○
。
ま
σ
q
ご
ヨ
）
を
設
立
し
た
。
そ
し
て
コ
リ
ー
ジ
ウ
ム
は
、
一
九
一
九
年
に
C
O
P
E
C
の
開
催
を
提
案
し
、
　
一
九
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

○
年
以
降
C
O
P
E
C
の
準
備
作
業
を
そ
の
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
テ
ン
プ
ル
自
身
「
C
O
P
E
C
は
マ
ッ
ト
ロ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
直
接
の
結
果
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
見
て
取
れ
る
。

　
S
C
M
に
起
源
を
持
つ
コ
リ
ー
ジ
ウ
ム
の
介
在
は
、
テ
ン
プ
ル
が
開
会
演
説
に
お
い
て
C
O
P
E
C
を
翌
年
の
「
生
活
と
実
践
」
ス
ト
ッ
ク
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戦間期イギリスにおけるエキュメニカル運動とウィリアム・テンプル（井上）

ホ
ル
ム
会
議
に
イ
ギ
リ
ス
側
の
見
解
を
提
出
す
る
た
め
の
準
備
で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
と
も
合
わ
せ
て
、
C
O
P
E
C
の
エ
キ
ュ
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ニ
カ
ル
運
動
的
な
性
格
を
裏
付
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
副
議
長
ガ
ー
ヴ
ィ
ー
も
、
著
名
な
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
の
指
導
者
で
あ
り
、
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
会
議
で
主
要
な
役
割
を
果
た
し
た
後
、
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
会
議
で
は
副
議
長
を
務
め
て
い
る
。
三
七
年
の
「
信
仰
と
職
制
」
エ
デ
ィ
ン
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ラ
会
議
の
議
長
に
テ
ン
プ
ル
を
推
薦
し
た
の
も
彼
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
C
O
P
E
C
は
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
の
み
な
ら
ず
、
エ
キ
ュ
桑

田
カ
ル
運
動
と
も
密
接
に
連
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
連
関
が
戦
間
期
に
お
け
る
テ
ン
プ
ル
の
活
動
を
特
徴
付
け
る
も
の
と
な
っ
て
ゆ
く
の

で
あ
る
。

①
寄
§
恥
3
§
栽
ぎ
喜
ミ
§
O
§
0
9
ミ
ミ
鼠
§
腎
癌
ミ
δ
お
（
び
8
師
。
許

　
一
〇
課
）
”
層
■
一
ゆ
ピ

②
ケ
ン
ト
や
ス
ペ
ン
サ
ー
は
、
C
O
P
E
C
が
社
会
的
影
響
力
を
持
つ
に
至
ら
な

　
か
っ
た
要
因
と
し
て
、
政
治
が
保
守
化
し
た
こ
と
、
あ
る
い
は
報
告
書
の
内
容
が

　
具
体
性
を
欠
い
て
い
た
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。
囚
r
自
5
f
ヨ
ミ
織
§
竈
博
愚
壁

　
署
」
ω
G
。
肖
ω
禽
ω
℃
魯
。
Φ
郭
葦
N
N
ミ
ミ
冨
ミ
愚
ド
署
．
刈
卜
⊃
菊
G
。
．
一
方
で
ヘ
イ
ス
テ
ィ
ン

　
グ
ズ
は
、
長
期
的
に
見
れ
ば
福
祉
国
家
へ
つ
な
が
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
積
極

　
的
な
評
価
も
付
し
て
い
る
。
凶
鶴
二
5
σ
Q
9
》
韓
絵
ミ
駄
寧
N
ぴ
q
』
画
終
O
訣
善
欺
§
瓢
貯
も
．

　
一
圃
ρ
と
も
に
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
政
治
・
経
済
領
域
へ
の
影
響
と
い
う

　
観
点
か
ら
C
O
P
E
C
を
評
価
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
ケ
ン
ト
が
指
摘

　
し
て
い
る
よ
う
に
、
C
O
P
E
C
を
は
じ
め
と
す
る
テ
ン
プ
ル
の
功
績
が
こ
れ
ま

　
で
過
大
に
評
価
さ
れ
て
き
た
（
た
と
え
ば
、
男
〉
・
同
お
ヨ
o
p
σ
q
Φ
炉
葦
ミ
ミ
声
曲
ミ
幽

　
廿
紺
≧
惑
顔
寄
§
駄
O
§
ミ
寒
電
、
ミ
勉
ト
さ
§
賊
卜
鴨
、
鷺
、
匁
○
改
O
H
島
語
り
蒔
○
。
）
な
ど
）

　
と
い
う
事
情
も
あ
り
、
ケ
ン
ト
ら
の
評
価
は
そ
れ
に
舛
す
る
反
動
・
修
正
と
い
う

　
側
面
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

③
臣
Φ
ω
。
。
芝
効
巳
H
鼠
話
鼠
9
一
〇
。
§
。
臨
。
｛
跨
㊦
9
賃
。
ぴ
》
も
・
ω
§
げ
ぎ
§
鴨

　
慈
翫
§
ミ
O
ぎ
ミ
w
§
雨
脚
、
ミ
恥
ミ
ミ
9
奪
（
ピ
。
注
o
P
巳
㎝
①
y
弓
■
一
嵩
■

④
『
キ
リ
ス
ト
教
と
産
業
問
題
』
報
告
書
お
よ
び
、
C
O
P
E
C
の
「
産
業
と
財

　
産
」
報
告
書
の
作
成
に
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
ト
ー
二
…
は
、
後
に
労
働
党
の

　
理
論
的
指
導
者
と
な
る
。
ま
た
門
キ
リ
ス
ト
教
と
産
業
問
題
」
委
員
会
に
は
、
後

　
の
労
働
党
党
首
ラ
ン
ズ
ベ
リ
ー
（
O
⑦
9
α
q
①
訂
蕊
警
q
）
も
参
加
し
て
い
た
。
さ

　
ら
に
～
九
一
八
年
に
は
、
テ
ン
プ
ル
自
身
が
労
働
党
に
入
党
し
て
い
る
。
彼
は
マ

　
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
主
教
就
任
時
に
公
平
性
を
保
つ
こ
と
な
ど
を
理
由
に
離
党
す
る
が
、

　
知
入
で
あ
っ
た
ア
イ
ア
マ
ン
ガ
ー
は
、
テ
ン
プ
ル
は
そ
の
後
も
一
貫
し
て
労
働
党

　
の
政
策
に
好
意
的
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
聞
①
ヨ
o
p
。
q
ω
斜
景
ミ
貸
ミ
宰
、
㌧
督
蜀

　
思
’
㎝
8
－
凹
9

⑤
§
肉
ぎ
ま
融
§
覇
駄
Ω
9
、
国
9
b
ご
§
磯
職
沁
§
ミ
駄
§
奪
憲
嬉
駄
ミ
鴨

　
9
、
欝
、
§
亀
§
馬
註
Q
　
勢
職
ミ
u
き
ミ
誌
”
肉
q
§
o
§
§
§
蹴
9
薄
§
簿
黒
門
鴨
ミ
§

　
ヒ
d
帖
§
帖
轟
ぎ
器
》
博
ミ
軌
－
鼠
鱒
N
縮
淑
（
ピ
。
巳
。
炉
6
鐸
y
薯
．
8
－
卜
。
ピ

⑥
緊
偉
N
α
Q
Φ
霞
石
§
恥
卑
§
§
§
N
§
q
§
§
馬
6
．
0
翼
2
．
臣
Φ
騨
信
器
5
幽
。
巴

　
ζ
o
く
Φ
ヨ
自
色
臥
房
国
霞
ぞ
団
⑦
餌
嵩
、
”
§
ミ
譜
ミ
駄
肉
ミ
§
箋
ミ
匙
N
勢
§
9
＜
o
ピ
心
P

　
瓢
ρ
ω
甲
一
⑩
⑩
c
o
．

⑦
≦
．
円
同
．
O
巴
己
欝
び
．
象
暮
ミ
寒
裕
ミ
．
、
ぎ
臨
§
§
馬
§
織
ミ
ミ
噂
ミ
§
§
駄

　
暮
旨
き
、
ミ
藁
途
§
犠
q
9
暮
、
§
ミ
（
い
。
盈
o
P
6
一
〇
）
甲
署
’
悼
0
¢
－
8
c
。
’

⑧
節
け
N
σ
q
Φ
邑
F
§
円
堂
§
§
§
N
§
建
§
§
い
菊
。
器
Φ
p
老
月
亀
｝
缶
麟
§
蔓
駄

　
ミ
馬
肉
ら
§
§
§
ミ
§
螺
§
§
畳
鼠
．
し
u
鉾
9
讐
翻
心
§
§
§
N
§
琳
融
ミ
ミ
§
避
爲
偽
（
一
㊤
①
ご
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倉
田
清
・
波
木
居
純
～
訳
『
教
会
一
致
運
動
睡
（
白
水
社
、
一
九
七
〇
年
）
一
甲

　
↓
已
▼
§
Q
Q
ざ
、
惑
題
浄
ミ
惑
誉
、
，
9
周
ξ
（
ω
¢
｛
困
。
｝
押
　
　
｝
り
刈
N
）
．

⑨
第
～
次
大
戦
以
前
、
商
等
教
育
機
関
の
学
生
約
五
万
人
の
う
ち
約
～
万
人
が
S

　
C
M
の
メ
ン
バ
…
で
あ
っ
た
。
二
〇
世
紀
初
頭
に
お
け
る
S
C
M
の
方
針
転
換
は
、

　
社
会
改
良
よ
り
も
福
音
宣
教
に
重
点
を
置
く
0
9
日
鐸
箆
σ
q
①
H
糞
Φ
7
0
0
一
♂
σ
q
一
9
Φ

　
O
騨
聾
冨
昌
d
巳
。
⇒
（
Ω
O
O
¢
）
の
分
離
な
ど
を
招
く
こ
と
に
な
る
。
O
國
O
O
φ

　
に
つ
い
て
は
、
U
．
O
o
o
象
Φ
≦
▼
目
ゲ
㊦
渕
訪
①
o
｛
墜
Φ
O
p
ヨ
訂
凱
α
q
Φ
同
簿
費
－

　
O
o
濠
σ
q
ご
8
0
げ
訪
鋤
磐
d
巳
。
戸
一
㊤
δ
－
一
Φ
謡
、
甲
魯
§
苺
ミ
駄
肉
ミ
§
出
職
§
N

　
§
§
窯
く
。
一
．
ゆ
介
客
p
一
る
O
O
。
。
．
を
参
照
。

⑩
蒙
募
葦
ミ
§
四
§
ミ
暮
も
」
伊

⑪
H
皿
山
．
ら
」
鄭
署
蕃
茄
。
⇔
り
9
・
導
§
象
§
識
§
も
．
＝
野

⑫
旨
コ
舞
。
冨
が
葦
ミ
§
N
宰
ミ
・
壁
凄
§
職
§
6
ミ
曽
§
望
9
勢
職
§
（
冨
睾
ぎ
爵
》

　
δ
①
G
Q
y
9
卜
⊃
①
ド

⑬
ぎ
暑
お
負
§
ミ
§
浮
§
N
魯
唱
．
。
。
ω
ω
・

⑭
§
馬
き
d
§
ミ
嵩
題
毫
q
9
ヤ
円
P
薯
．
N
O
白
．

⑮
H
話
ヨ
。
⇔
α
q
r
・
お
葦
ミ
§
周
§
愚
N
9
ワ
8
P
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第
二
章
　
テ
ン
プ
ル
の
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
と
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義

第
一
節
　
テ
ン
プ
ル
の
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
観

　
C
O
P
E
C
に
お
い
て
テ
ン
プ
ル
は
、
「
キ
リ
ス
ト
教
会
」
と
い
う
基
盤
の
上
に
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
運
動
の
推
進
を
図
っ
た
が
、
世
俗

化
が
進
行
す
る
一
方
で
教
派
間
の
対
立
が
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
た
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
こ
の
基
盤
は
必
ず
し
も
実
体
の
あ
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
御
間
期
に
お
け
る
テ
ン
プ
ル
の
一
連
の
活
動
は
、
こ
の
失
わ
れ
た
基
盤
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
と
言

え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
活
動
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
の
が
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
既
述
の
国
際
レ
ベ
ル
で
の
エ
キ

ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
と
同
時
に
、
イ
ギ
リ
ス
国
内
で
の
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
の
展
開
に
つ
い
て
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
章
で
は
、
そ
の

活
動
の
背
景
と
な
っ
て
い
た
テ
ン
プ
ル
の
思
想
を
整
理
し
、
そ
れ
が
実
際
の
運
動
の
展
開
の
中
で
ど
の
よ
う
に
具
現
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を

　
　
　
①

考
察
す
る
。

　
テ
ン
プ
ル
に
よ
る
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
の
特
徴
の
ひ
と
つ
は
、
「
キ
リ
ス
ト
教
会
」
と
し
て
彼
が
想
定
す
る
枠
組
み
の
性
質
に
あ
る
。
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

会
の
一
致
（
爆
ヨ
受
）
に
関
し
て
彼
は
、
コ
致
は
、
達
成
さ
れ
る
と
し
て
も
、
合
併
と
し
て
で
は
な
い
」
と
い
う
点
を
強
調
し
て
い
る
。
彼
は
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ま
た
後
に
、
「
一
致
を
再
確
立
し
よ
う
と
す
る
際
の
困
難
は
、
ひ
と
つ
に
は
多
様
性
に
対
し
て
一
致
を
強
調
し
過
ぎ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

わ
れ
る
」
と
い
う
認
識
を
示
し
て
い
る
。
多
様
性
を
保
持
し
つ
つ
一
致
を
図
る
な
ら
、
そ
の
結
節
点
を
ど
こ
で
確
保
す
る
の
か
と
い
う
問
題
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

生
じ
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
テ
ン
プ
ル
が
一
貫
し
て
主
張
し
て
い
た
の
は
最
小
限
の
「
信
仰
」
で
あ
っ
た
。
彼
は
「
信
仰
と
職
制
」
会
議
に
深

く
関
与
し
て
い
た
が
、
そ
の
一
方
で
「
再
一
致
の
こ
と
を
考
え
る
際
、
教
会
の
基
礎
と
し
て
信
仰
と
職
制
を
同
じ
レ
ベ
ル
で
考
慮
す
る
と
い
う

前
提
に
、
私
は
ま
っ
た
く
同
意
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
信
仰
は
完
全
に
不
可
欠
で
あ
り
、
一
致
が
可
能
と
な
る
た
め
に
は
重
要
な
論
点
で
の

同
意
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
教
会
の
維
持
に
必
要
な
職
制
に
関
し
て
同
意
に
至
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
は
な
い
し
、
少
し
も
本
質
的

で
な
い
と
思
わ
れ
る
」
と
、
一
致
の
要
件
と
し
て
信
仰
面
を
重
視
し
、
組
織
と
し
て
の
諸
教
会
を
隔
て
て
い
る
職
制
の
違
い
を
相
対
化
し
て
い

⑤る
。
非
国
教
会
と
の
主
要
な
対
立
点
で
あ
っ
た
主
教
欄
の
問
題
に
関
し
て
も
、
「
わ
た
し
は
、
国
教
会
が
歴
史
的
主
教
制
を
維
持
す
る
権
利
が

あ
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
、
彼
ら
は
そ
の
こ
と
を
重
要
視
し
過
ぎ
て
い
る
と
も
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
深
く
と
い
う
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

り
は
、
あ
ま
り
に
頻
繁
に
そ
し
て
長
く
と
い
う
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
テ
ン
プ
ル
の
エ
キ
ュ
亀
卜
カ
ル
運
動
観
を
整
理
す

る
な
ら
ば
、
教
派
間
の
教
義
あ
る
い
は
職
制
の
違
い
を
相
対
化
す
る
一
方
で
、
最
小
限
の
「
信
仰
」
を
核
と
し
た
「
キ
リ
ス
ト
教
会
」
と
い
う

枠
組
み
を
作
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
次
に
テ
ン
プ
ル
が
目
指
す
「
キ
リ
ス
ト
教
会
」
の
枠
組
み
を
世
俗
社
会
と
の
接
点
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
聖
職
者
と
信
徒
の
役
割
に
関
す
る
認

識
が
注
目
さ
れ
る
。
既
に
第
一
次
大
戦
中
の
ラ
イ
フ
・
ア
ン
ド
・
リ
バ
テ
ィ
運
動
に
お
い
て
、
テ
ン
プ
ル
は
全
国
を
遊
説
し
、
地
方
の
有
力
者

や
新
聞
記
者
と
い
っ
た
一
般
信
徒
に
訴
え
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
教
会
改
革
を
図
る
と
い
う
手
法
を
採
っ
て
い
る
。
同
じ
頃
、
聖
職
者
グ
レ
イ

ズ
ブ
ル
ー
ク
（
護
。
匿
Φ
一
〇
8
H
σ
q
⑦
9
器
Φ
σ
H
。
簿
）
は
、
「
も
は
や
信
徒
は
教
え
ら
れ
る
存
在
で
は
な
い
。
…
…
現
在
、
第
二
の
宗
教
改
革
が
進
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

中
で
あ
る
。
信
徒
は
自
分
た
ち
の
方
が
聖
職
者
よ
り
も
知
的
に
優
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
か
ら
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。
聖
職
者
が
知
識
を
独

占
し
た
時
代
は
遥
か
遠
く
に
去
り
、
神
学
が
世
俗
的
学
問
に
よ
っ
て
攻
撃
さ
れ
る
状
況
に
お
い
て
、
聖
職
者
の
居
場
所
を
あ
ら
た
め
て
設
定
し

直
す
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
テ
ン
プ
ル
は
、
「
最
も
実
践
的
な
問
題
に
関
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
証
言
の
責
任
を
聖
職
者
に
負
わ
せ
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る
こ
と
は
、
完
全
に
不
可
能
で
あ
る
。
彼
ら
は
要
求
さ
れ
る
知
識
を
持
っ
て
い
な
い
。
…
…
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
も
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
政
策
を
形
成
す
る
の
で
は
な
く
、
信
徒
の
責
任
感
を
刺
激
し
、
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
局
面
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
思
い
起
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

さ
せ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
の
改
革
は
信
徒
に
よ
っ
て
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
聖
職
者
が
原
則
を
提
示
し
、
信
徒

が
そ
れ
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
と
い
う
構
図
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
方
で
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
「
キ
リ
ス
ト
教
会
」
と
い
う
枠
組
み
を
構

築
し
、
他
方
で
そ
の
枠
組
み
の
「
基
礎
」
と
し
て
世
俗
社
会
で
活
動
す
る
信
徒
を
取
り
込
む
こ
と
、
こ
れ
が
テ
ン
プ
ル
の
理
想
と
す
る
教
会
像

で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
し
た
が
っ
て
、
も
は
や
聖
書
的
な
言
説
が
説
得
力
を
持
た
な
い
時
代
に
お
い
て
、
人
々
に
「
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
」
た
め
、

さ
ら
に
は
「
キ
リ
ス
ト
教
会
」
に
取
り
込
む
た
め
、
教
会
は
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
に
よ
る
枠
組
み
の
形
成
と
並
行
し
て
キ
リ
ス
ト
教
社
会
・
仁

義
運
動
を
展
開
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
具
体
的
に
は
、
聖
職
者
が
信
徒
に
対
し
提
示
す
る
原
則
が
現
実
の
社
会
問
題
を
踏
ま
え
た
「
中

間
原
理
（
旨
践
ら
Φ
餌
×
δ
ヨ
）
」
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
テ
ン
プ
ル
と
親
交
の
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
聖
職
者
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
（
冒
器
喜
凹
①
8
ゲ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

Φ
H
）
は
、
テ
ン
プ
ル
の
宣
教
の
特
徴
が
、
「
回
心
を
導
く
の
は
、
教
義
で
は
な
く
活
動
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
方
に
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
方
針
は
テ
ン
プ
ル
自
身
の
、
「
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
す
べ
て
の
教
義
上
の
誤
謬
は
、
歴
史
の
過
程
の
中
で
そ
の
役
割
を
果
た
す
組
織
化
さ

れ
た
機
関
と
し
て
教
会
を
神
の
国
と
直
接
的
に
同
一
視
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
教
会
を
神
の
国
の
準
備
の
た
め
だ
け

の
機
関
と
捉
え
る
見
解
と
同
じ
く
神
学
的
に
誤
っ
て
い
る
。
唯
一
の
健
全
な
見
解
は
、
教
会
は
神
の
国
の
力
に
よ
っ
て
打
ち
立
て
ら
れ
る
一
方

で
、
常
に
こ
の
世
の
市
民
で
あ
る
人
々
に
よ
っ
て
も
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
…
歴
史
的
教
会
は
、
混
同
体
な
の
で
あ
る
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

い
う
教
会
理
解
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
国
教
会
が
伝
統
と
慣
習
に
拠
っ
た
既
存
の
体
制
で
は
存
続
で
き
な
い
と
い
う
危
機
感
の
下
で
、
よ

り
包
摂
的
な
「
キ
リ
ス
ト
教
」
を
提
示
し
た
上
で
、
「
こ
の
世
の
市
民
」
と
の
接
点
を
保
つ
必
要
が
あ
る
と
い
う
彼
の
主
張
は
終
始
一
貫
し
て

い
る
。
テ
ン
プ
ル
の
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
は
教
会
一
致
と
い
う
大
目
的
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
教
会
観
の
具
現
化
を
念
頭
に
置
い
た
も
の

で
あ
っ
た
。
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し
か
し
、
エ
キ
ュ
メ
難
球
ル
運
動
の
指
導
者
の
中
に
は
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
に
結
び
付
け
て
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
を
進
め
よ
う
と
す
る

テ
ン
プ
ル
の
方
針
に
異
議
を
唱
え
る
者
も
い
た
。
中
で
も
、
「
信
仰
と
職
制
」
会
議
の
指
導
者
か
つ
国
教
会
渉
外
委
員
会
（
9
震
畠
・
｛
穿
σ
q
冨
註

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

○
。
§
。
臨
8
男
・
鼠
σ
q
頃
労
Φ
聾
一
・
霧
）
の
委
員
長
で
も
あ
り
、
「
国
教
会
に
お
い
て
テ
ン
プ
ル
に
次
ぐ
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
の
指
導
者
」
で
あ
っ
た
、

グ
ロ
ス
タ
ー
主
教
ヘ
ド
ラ
ム
（
〉
警
霞
O
p
覧
醸
国
＄
臼
歯
）
は
、
こ
の
方
針
に
不
快
感
を
示
し
て
い
た
。
ロ
ビ
ン
ス
が
ヘ
ド
ラ
ム
を
「
和
協
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

（
O
H
【
①
臣
戸
O
）
」
神
学
者
と
評
し
て
い
る
よ
う
に
、
ヘ
ド
ラ
ム
が
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
に
求
め
て
い
た
の
は
、
何
よ
り
教
派
間
の
神
学
・
教
義

に
お
け
る
相
互
理
解
と
協
調
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
テ
ン
プ
ル
の
信
仰
の
み
を
重
視
す
る
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
に
危
機
感
を
抱
い
て
お
り
、
職
制
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

問
題
を
含
む
神
学
的
諸
問
題
を
幅
広
く
十
分
遅
時
間
を
か
け
て
解
決
す
る
こ
と
が
教
会
一
致
に
不
可
欠
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
さ
ら
に
彼

は
テ
ン
プ
ル
宛
て
の
書
簡
で
、
「
あ
な
た
は
事
実
上
『
信
仰
と
職
制
』
運
動
を
台
無
し
に
し
て
い
る
。
そ
の
上
、
エ
キ
ュ
メ
女
難
ル
運
動
の
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

く
を
も
破
壊
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
強
く
批
判
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、
恩
間
期
に
三
期
に
わ
た
り
政
権
に
就
い
た
ボ
！
ル
ド
ウ
イ
ン
（
ω
春
望
3
ゆ
p
匹
三
づ
）
の
教
会
観
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
彼
は
、
「
イ
ギ

リ
ス
的
生
活
の
基
盤
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
を
再
確
認
し
、
公
共
宗
教
を
提
唱
し
て
い
た
。
…
…
ま
た
、
第
一
次
大
戦
後
の
教
派
問
の
協
調
を

歓
迎
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
『
共
通
の
敵
』
に
対
す
る
教
会
一
致
の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
」
と
評
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

キ
リ
ス
ト
教
会
の
意
義
お
よ
び
そ
の
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
を
積
極
的
に
評
価
し
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
は
、
「
全
キ
リ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ト
教
徒
に
超
教
派
的
な
訴
え
を
し
た
最
初
の
首
相
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
の
キ
リ
ス
ト
教
は
あ
く
ま
で
保
守
党
の
伝
統
の
中
の
キ

リ
ス
ト
教
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
「
宗
教
で
は
な
く
政
治
が
価
値
基
盤
の
源
泉
と
な
る
べ
き
で
あ
る
」
と
認
識
し
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

と
い
う
ケ
ン
ト
の
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
政
治
、
す
な
わ
ち
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
に
は
、
不
可
欠
の
要
素
と
し
て
キ
リ
ス

ト
教
が
含
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
キ
リ
ス
ト
教
は
あ
く
ま
で
「
イ
ギ
リ
ス
的
生
活
の
キ
リ
ス
ト
教
的
基
盤
」
を
ひ
と
つ
の
軸
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

し
て
第
一
次
大
戦
後
の
社
会
の
安
定
を
図
る
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
政
策
に
資
す
る
限
り
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
論
理
を

用
い
て
社
会
改
良
を
目
論
む
テ
ン
プ
ル
ら
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
者
が
主
張
す
る
キ
リ
ス
ト
教
と
は
、
相
容
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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第
一
一
節
炭
鉱
ス
ト
ラ
イ
キ
（
［
九
二
六
年
）
ー
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
の
中
の
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動

　
新
た
な
「
キ
リ
ス
ト
教
会
」
と
い
う
理
念
を
抱
く
テ
ン
プ
ル
の
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
は
、
既
に
見
た
よ
う
に
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
と
密

接
に
関
連
す
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
神
学
的
対
話
を
志
向
す
る
ヘ
ド
ラ
ム
の
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
や
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義

の
伝
統
の
内
の
キ
リ
ス
ト
教
を
望
む
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
支
持
す
る
エ
キ
ュ
三
崩
カ
ル
運
動
と
は
明
確
に
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
本
節
で
は
、

一
九
二
六
年
の
炭
鉱
ス
ト
ラ
イ
キ
に
対
す
る
反
応
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
テ
ン
プ
ル
の
運
動
の
特
徴
を
さ
ら
に
明
確
に
す
る
。

　
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
背
景
に
は
、
第
一
次
大
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
石
炭
業
に
お
け
る
深
刻
な
不
況
が
あ
っ
た
。
一
九
二
五
年
の
戦
前
レ
ー
ト
で

の
金
本
位
制
へ
の
復
帰
は
輸
出
業
に
打
撃
を
与
え
、
不
況
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
資
本
家
側
は
こ
の
危
機
に
際
し
、
賃
金
切
り

下
げ
を
含
む
合
理
化
策
で
生
き
残
り
を
図
っ
た
。
二
六
年
三
月
に
提
出
さ
れ
た
サ
ミ
ュ
エ
ル
委
員
会
報
告
は
、
労
働
者
が
求
め
て
い
た
炭
鉱
の

国
有
化
を
否
定
す
る
と
と
も
に
、
補
助
金
の
打
ち
切
り
と
一
定
の
賃
金
切
り
下
げ
を
認
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
労
働
時
間
の
延

長
や
地
区
別
賃
金
制
を
求
め
る
資
本
家
側
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
ず
、
ま
た
労
働
者
側
も
コ
ペ
ニ
ー
の
減
給
も
無
し
、
～
分
の
労
働
時
間
延
長

も
無
し
」
を
旗
印
に
提
案
を
認
め
な
か
っ
た
た
め
同
年
五
月
一
日
か
ら
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
が
開
始
さ
れ
る
。
さ
ら
に
賃
金
切
り
下
げ
が
他
の
産
業

に
及
ぶ
こ
と
を
恐
れ
た
労
働
組
合
会
議
（
日
H
巴
①
ω
¢
巳
8
0
8
α
q
弱
ω
）
が
炭
鉱
労
働
者
を
支
持
し
、
同
月
四
日
か
ら
ゼ
ネ
ス
ト
が
開
始
さ
れ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
国
教
会
の
最
高
指
導
者
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
の
デ
ヴ
ィ
ド
ソ
ン
（
力
率
畠
p
＝
U
p
く
凱
ω
o
p
）
は
五
月
五
日
の
上
院
演
説
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
て
、
ゼ
ネ
ス
ト
を
「
軽
率
で
有
害
で
あ
る
」
と
批
判
し
て
い
る
。
ま
た
、
九
日
に
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
枢
機
卿
ボ
ー
ン
（
局
§
。
一
。
。

じd

B
貰
器
）
が
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
大
聖
堂
に
お
け
る
説
教
に
お
い
て
、
「
ゼ
ネ
ス
ト
は
合
法
的
に
立
て
ら
れ
た
権
威
に
対
す
る
真
っ
向
か
ら

の
反
逆
で
あ
り
、
…
…
わ
れ
わ
れ
が
神
に
負
っ
て
い
る
服
従
へ
の
反
抗
、
慈
善
と
兄
弟
愛
の
否
定
で
あ
る
」
と
さ
ら
に
強
い
調
子
で
批
判
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

際
も
、
園
教
会
の
セ
ン
ト
・
ポ
ー
ル
大
聖
堂
の
参
事
会
員
イ
ン
グ
（
〈
『
口
々
ゆ
日
　
幻
鋤
一
℃
ゲ
　
H
昌
σ
q
①
）
は
い
ち
早
く
こ
の
見
解
を
支
持
し
て
い
る
。
ま
た
、

ダ
ー
ラ
ム
主
教
ヘ
ン
ソ
ン
（
国
Φ
器
｝
畠
田
器
・
ロ
）
も
ボ
ー
ン
の
説
教
を
「
明
確
か
つ
適
切
で
、
有
益
で
あ
る
」
と
評
価
し
た
上
、
『
ノ
ー
ザ
ン
・
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⑫

エ
コ
ー
（
き
惑
亀
ミ
穿
ぎ
）
』
誌
に
ゼ
ネ
ス
ト
を
批
判
す
る
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。
五
月
四
日
か
ら
の
ゼ
ネ
ス
ト
自
体
は
結
局
一
二
日
に
終
結

す
る
が
、
炭
鉱
労
働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
そ
の
後
も
半
年
以
上
続
く
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
際
し
て
テ
ン
プ
ル
ら
は
、
「
石
炭
争
議
に
関
す
る
教
会
常
置
会
議
（
ω
⇔
山
巳
冒
σ
q
O
。
臥
Φ
『
魯
8
。
眺
け
訂
○
冨
一
基
き
○
罠
8
歯
し
。

。
p
蔚
Φ
O
Q
巴
9
ω
葺
①
）
」
（
以
下
、
常
置
会
議
）
を
組
織
し
、
仲
介
に
乗
り
出
し
た
。
常
置
会
議
に
は
国
教
会
か
ら
一
〇
名
の
主
教
が
参
加
し
、
か

つ
て
『
キ
リ
ス
ト
教
と
産
業
問
題
』
報
告
書
の
作
成
に
も
加
わ
っ
た
り
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
主
教
ケ
ン
プ
ソ
ー
ン
（
甘
国
国
Φ
暑
3
。
ヨ
①
）
が
議
長

を
務
め
た
。
彼
ら
は
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
報
告
に
基
づ
い
た
労
使
間
の
調
停
を
試
み
る
と
と
も
に
、
政
府
に
対
し
て
は
同
報
告
を
よ
り
受
け
入
れ
易

く
す
る
よ
う
な
修
正
を
求
め
た
。
結
果
か
ら
述
べ
る
と
、
こ
の
常
置
会
議
に
よ
る
介
入
は
完
全
な
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
労
使
間
の
調
停
は
難
航

し
、
五
月
一
九
臼
に
行
わ
れ
た
首
相
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
と
の
会
談
に
お
い
て
も
、
教
会
の
政
治
介
入
を
嫌
う
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
に
よ
り
会
談
に

先
立
っ
て
提
案
を
拒
否
さ
れ
て
い
た
。
テ
ン
プ
ル
は
後
に
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
「
教
会
が
炭
鉱
紛
争
に
介
入
す
る
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
産
業
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

盟
（
男
a
費
p
二
七
。
｛
ω
ユ
器
プ
H
口
話
。
・
冨
）
が
ア
タ
ナ
シ
ウ
ス
豊
年
の
改
訂
を
検
討
す
る
の
と
同
じ
こ
と
だ
」
と
述
べ
て
い
た
と
記
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
中
で
、
保
守
系
政
治
家
や
ヘ
ド
ラ
ム
、
ヘ
ン
ソ
ン
、
イ
ン
グ
と
い
っ
た
聖
職
者
か
ら
常
置
会
議
の
介
入
が
労
働
者
を
勇
気
づ
け
ス
ト

ラ
イ
キ
を
む
や
み
に
長
引
か
せ
て
い
る
と
い
う
批
判
が
強
ま
る
。
そ
し
て
八
月
九
日
、
デ
ヴ
ィ
ド
ソ
ン
に
常
置
会
議
の
介
入
は
有
害
以
外
の
何

も
の
で
も
な
い
と
批
判
さ
れ
た
の
を
受
け
て
、
翌
日
テ
ン
プ
ル
ら
は
撤
退
を
決
意
し
た
。
一
一
日
付
の
『
タ
イ
ム
ズ
（
§
Q
譲
ミ
琶
』
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

「
主
教
達
は
、
共
産
主
義
者
の
罠
に
は
ま
っ
た
の
だ
」
と
ま
で
批
判
さ
れ
て
い
る
。
結
局
＝
月
ま
で
続
い
た
炭
鉱
労
働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、

労
働
者
側
の
完
全
敗
北
に
終
わ
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
へ
の
テ
ン
プ
ル
ら
の
対
応
に
関
す
る
先
行
研
究
の
評
価
は
、
社
会
問
題
へ
の
介
入
、
す
な
わ
ち
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
的

側
面
を
重
視
し
、
そ
の
上
で
常
置
会
議
の
介
入
の
是
非
お
よ
び
有
効
性
を
問
う
も
の
が
中
心
で
あ
る
。
ケ
ン
ト
は
、
常
置
会
議
の
最
大
の
誤
算

は
首
相
を
動
か
せ
る
と
信
じ
て
い
た
こ
と
だ
と
し
た
上
で
、
結
局
テ
ン
プ
ル
ら
が
有
効
な
政
治
組
織
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
問
題
で
あ

　
　
　
　
　
　
㊧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

つ
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
ノ
…
マ
ン
は
、
主
教
宮
殿
や
神
学
校
な
ど
で
生
ま
れ
た
教
会
の
急
進
主
義
と
現
実
社
会
の
乖
離
が
暴
露
さ
れ
た
と
、
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⑳

サ
ゲ
イ
ト
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
は
C
O
P
E
C
の
ナ
イ
ー
ブ
さ
、
そ
の
理
想
を
現
実
社
会
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
の
難
し
さ
を
教
え
た
と
評
し
、
と

も
に
そ
の
実
効
性
の
無
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。
一
方
で
ス
ペ
ン
サ
ー
は
、
テ
ン
プ
ル
ら
の
政
治
的
影
響
力
の
欠
如
を
指
摘
し
つ
つ
も
、
長
期
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
見
れ
ば
二
〇
世
紀
に
お
け
る
国
教
会
の
介
入
主
義
の
先
駆
け
と
な
っ
た
と
い
う
肯
定
的
評
価
も
付
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
加
え
て
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
的
側
面
を
重
視
す
る
こ
れ
ら
の
研
究
に
お
い
て
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
に
参
加
し
た
労
働
者
に
対
す
る

支
援
と
い
う
側
面
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
ケ
ン
ト
は
、
テ
ン
プ
ル
が
社
会
の
パ
ワ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
の
変
革
を
目
指
し
て
い
た
と
し
て
、
こ
の
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

で
の
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
と
の
対
立
を
重
視
し
て
い
る
。
ま
た
ヘ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
ズ
は
、
明
確
に
労
働
者
側
に
立
た
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
は
じ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

か
ら
介
入
す
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
と
批
判
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
評
価
の
背
景
に
は
、
ケ
ン
ト
が
テ
ン
プ
ル
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
の
本

質
を
「
中
道
左
派
の
政
治
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
あ
る
と
見
て
い
る
よ
う
に
、
教
会
の
活
動
の
政
治
的
・
経
済
的
領
域
に
対
す
る
影
響
が
重
視
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
い
る
こ
と
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
テ
ン
プ
ル
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
を
彼
の
教
会
観
の
具
現
化
へ
の
方
策
と
捉
え
る
視
角
か
ら
す
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な
評
価
に
加
え
て
ス
ト
ラ
イ
キ
へ
の
介
入
が
教
会
の
姿
そ
の
も
の
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
以

下
で
は
、
テ
ン
プ
ル
ら
の
ス
ト
ラ
イ
キ
へ
の
介
入
が
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
の
み
な
ら
ず
エ
キ
ュ
メ
脚
質
ル
運
動
の
展
開
に
お
い
て
も
重
要
な

意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
見
て
ゆ
き
た
い
。

　
こ
の
介
入
に
お
け
る
エ
キ
ュ
メ
三
又
ル
運
動
の
意
義
を
見
る
に
当
た
っ
て
、
当
時
の
国
教
会
と
非
国
教
会
の
関
係
を
整
理
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。
サ
ザ
ー
ク
主
教
と
し
て
常
置
会
議
に
参
加
し
て
い
た
ガ
ー
ベ
ッ
ト
（
○
旨
｝
○
鍵
げ
①
簿
）
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
国
教
会
と
非
国
教
会
の

関
係
は
最
悪
（
白
・
し
・
け
目
『
巷
陽
）
で
あ
っ
た
と
述
懐
し
て
い
る
。
状
況
を
大
き
く
変
え
た
の
は
第
～
次
大
戦
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
従
軍
牧
師
の

前
線
で
の
協
力
、
国
民
の
～
体
感
、
さ
ら
に
世
俗
主
義
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
会
共
通
の
敵
の
出
現
が
諸
教
区
間
の
関
係
改
善
を
促
し
た
と
述
べ

　
　
⑳

て
い
る
。
一
方
で
、
第
一
次
大
戦
を
契
機
と
す
る
非
国
教
会
の
性
格
の
変
化
も
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
世
紀
的
な
非
国
教
会
と
自
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

党
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
で
あ
る
。
こ
の
変
化
の
理
由
と
し
て
ロ
ビ
ン
ス
は
、
非
国
教
会
の
不
利
な
地
位
の
改
善
と
と
も
に
、
彼
ら
が
階
級
意

識
だ
け
で
な
く
経
済
利
益
や
政
治
的
選
択
な
ど
も
考
慮
に
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
つ
ま
り
「
非
国
教
会
に
お
け
る
政
治
の
世
俗
化
」
を
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挙
げ
て
い
る
。
そ
の
上
で
彼
は
、
政
治
・
社
会
・
教
会
の
「
合
成
体
（
弩
巴
σ
q
弩
）
」
と
し
て
存
在
し
た
一
九
一
四
年
以
前
の
「
非
国
教
会
」
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

急
速
に
分
解
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
二
〇
世
紀
初
頭
は
、
既
に
述
べ
た
国
教
会
の
保
守
党
離
れ
と
合
わ
せ
て
、
各
教
派
の
政
治
・
文
化
的
枠

組
み
が
次
第
に
崩
れ
つ
つ
あ
っ
た
時
期
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
と
し
て
、
戦
間
期
、
教
会
間
の
一
致
へ
の
機
運
が
醸
成
さ
れ
て
ゆ

く
。
一
九
二
四
年
の
C
O
P
E
C
が
そ
の
流
れ
を
受
け
継
ぐ
と
同
時
に
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
と
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
が
結
び
つ
く
基
点
と

な
っ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

　
ス
ト
ラ
イ
キ
の
さ
な
か
に
ヘ
ン
ソ
ン
は
、
「
全
て
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
賛
同
し
、
全
て
の
キ
リ
ス
ト
教
会
が
協
力
す
る
と
い
う
テ
ン
プ
ル
主

教
の
『
キ
リ
ス
ト
教
社
会
学
（
O
臣
。
。
叶
一
二
ω
。
。
δ
一
。
α
q
《
）
』
の
夢
」
を
批
判
し
て
い
る
が
、
ス
ト
ラ
イ
キ
へ
の
介
入
に
際
し
て
の
テ
ン
プ
ル
の
思

惑
は
こ
の
言
葉
に
要
約
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
テ
ン
プ
ル
は
ス
ト
ラ
イ
キ
の
前
年
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
に
お
い
て
主
導
的
役
割
を
果
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

す
こ
と
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
の
任
務
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
言
葉
の
通
り
、
テ
ン
プ
ル
ら
国
教
会
の
聖
職
者
が
中
心
と
な
っ
て

設
立
し
た
常
置
会
議
に
多
く
の
非
国
教
会
の
聖
職
者
が
参
加
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
常
置
会
議
に
は
C
O
P
E
C
で
副
議
長
を
務

め
た
会
衆
派
の
ガ
ー
ヴ
ィ
ー
を
は
じ
め
と
し
て
、
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
議
長
オ
ー
ブ
リ
i
（
ζ
Φ
一
ぴ
。
霞
⇔
国
く
雪
し
。
》
昏
お
団
）
、
会
衆
派
連
盟
議
長
ペ

リ
ー
（
ω
箆
器
《
ゆ
Φ
曙
）
、
ウ
ェ
ズ
レ
ー
神
学
校
校
長
ロ
フ
ト
ハ
ウ
ス
（
誤
蟹
磐
軍
＆
巴
畠
U
。
｛
防
ぎ
島
①
）
、
メ
ソ
デ
ィ
ス
ト
の
社
会
活
動
家
カ
ー

タ
ー
（
国
訓
蔓
○
鋤
幕
『
）
、
ク
ェ
ー
カ
ー
の
ニ
コ
ル
ソ
ン
（
≦
マ
ω
．
室
9
0
『
○
目
）
ら
非
国
教
会
か
ら
多
く
の
要
人
が
参
加
し
て
い
た
。
こ
の
う
ち

オ
ー
ブ
リ
ー
は
、
非
国
教
会
相
互
の
～
致
の
み
な
ら
ず
、
国
教
会
と
の
一
致
を
も
主
張
し
注
目
を
浴
び
た
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
議
長
シ
ェ
イ
ク
ス

ピ
ア
（
冒
ぎ
国
。
美
並
ω
訂
慰
し
。
唱
＄
H
Φ
）
の
後
継
者
で
あ
り
、
彼
自
身
も
後
に
非
国
教
会
の
連
合
組
織
で
あ
る
自
由
教
会
連
盟
会
議
（
即
Φ
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

0
7
霞
9
男
践
§
一
〇
。
舅
亀
）
の
議
長
を
兼
任
し
国
教
会
と
の
関
係
改
善
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
ペ
リ
ー
も
、
第
二
次
大
戦
時
に
は
同
会
議
議
長

代
理
と
し
て
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
ラ
ン
グ
（
0
。
撃
。
○
・
誌
。
⇒
じ
碧
σ
q
）
ら
と
と
も
に
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
秩
序
（
諺
○
匿
巴
鴛

○
凱
興
ヨ
b
d
葺
§
）
」
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
る
よ
う
に
、
国
教
会
と
の
協
力
を
含
め
た
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

彼
ら
の
常
置
会
議
へ
の
参
加
は
、
テ
ン
プ
ル
の
「
キ
リ
ス
ト
教
社
会
学
の
夢
」
を
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
の
面
で
補
強
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
ス
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ト
ラ
イ
キ
へ
の
介
入
を
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
運
動
の
み
な
ら
ず
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
に
お
い
て
も
そ
の
進
展
の
一
段
階
で
あ
る
と
捉
え
る

べ
き
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
加
え
て
、
こ
の
介
入
が
キ
リ
ス
ト
教
会
と
労
働
者
階
級
と
の
関
係
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
も
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
の
側
面
お
よ
び
テ

ン
プ
ル
の
教
会
観
を
考
慮
に
入
れ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
テ
ン
プ
ル
は
「
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
に
お
い
て
権
力
は
王
か
ら
貴
族
へ
、
貴
族
か

ら
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
へ
、
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
か
ら
労
働
者
階
級
へ
と
移
っ
て
き
た
。
こ
の
最
後
の
段
階
は
い
ま
だ
達
成
さ
れ
て
い
な
い
」
と
述
べ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
る
よ
う
に
、
労
働
者
階
級
の
影
響
力
が
拡
大
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
強
く
認
識
し
て
い
た
。
彼
は
一
九
〇
五
年
か
ら
労
働
者
教
育
協
会

（
≦
o
酔
費
ω
．
国
画
蝿
8
口
。
⇒
巴
》
し
。
ω
o
o
鼠
跨
。
⇒
）
で
教
鞭
を
と
っ
て
お
り
、
一
九
〇
八
年
か
ら
二
四
年
ま
で
は
そ
の
議
長
を
務
め
て
い
る
。
彼
が
聖
職

に
就
く
の
は
一
九
〇
九
年
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
前
か
ら
こ
の
よ
う
な
活
動
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
は
彼
の
労
働
者
階
級
に
対
す
る
関
心
の
強

さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
一
九
二
一
年
に
彼
は
産
業
都
市
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
主
教
に
就
任
す
る
が
、
こ
れ
は
彼
の
労
働
者
階
級
に
対
す
る
求
心

力
が
評
価
さ
れ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ク
大
主
教
ラ
ン
グ
は
彼
の
就
任
に
際
し
て
、
「
私
は
長
ら
く
、
労
働
者
階
級
の
新
た
な
力
に
対
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
有
効
な
ア
ピ
ー
ル
を
で
き
る
人
物
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
労
働
者
階
級
と
の

関
係
を
特
に
重
視
し
て
い
た
テ
ン
プ
ル
に
と
っ
て
、
「
キ
リ
ス
ト
教
会
」
に
労
働
者
階
級
を
取
り
込
む
こ
と
は
最
優
先
の
課
題
で
あ
っ
た
。

　
テ
ン
プ
ル
は
、
「
ス
ト
ラ
イ
キ
参
加
者
も
政
府
と
同
じ
よ
う
に
国
家
の
福
祉
に
関
し
て
意
見
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
そ
れ
に
基
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

い
て
行
動
す
る
権
利
も
持
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
社
会
正
義
の
一
環
と
し
て
炭
鉱
労
働
者
の
行
動
を
支
持
し
て
い
た
。
ま
た
、
ス
ト
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

イ
キ
の
指
導
者
は
常
置
会
議
の
介
入
を
「
諸
教
会
の
代
表
に
よ
る
和
解
の
た
め
の
偉
大
な
意
思
表
示
」
と
歓
迎
し
、
新
聞
も
「
教
会
は
政
府
が

失
敗
し
た
炭
鉱
労
働
者
の
信
頼
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
た
」
と
評
し
て
い
る
よ
う
に
、
常
置
会
議
は
ス
ト
ラ
イ
キ
参
加
者
か
ら
の
支
持
を
得
て

　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

い
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
テ
ン
プ
ル
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
が
共
同
体
に
与
え
る
悪
影
響
を
批
判
し
て
お
り
、
労
働
組
合
に
よ
る
階
級
利
益
の
重

　
　
　
　
　
　
　
⑯

視
を
攻
撃
し
て
い
る
。
実
際
テ
ン
プ
ル
は
、
常
置
会
議
の
中
で
炭
鉱
労
働
者
側
に
立
っ
て
闘
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
提
案
が
出
さ
れ
た
際
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

教
会
の
本
分
は
あ
く
ま
で
両
者
の
仲
介
で
あ
る
と
し
て
こ
れ
に
反
対
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
ス
ト
ラ
イ
キ
に
際
し
て
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
と
テ
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⑱

ン
プ
ル
が
と
も
に
「
包
摂
的
言
語
（
汀
。
一
量
く
Φ
一
窪
α
Q
爵
α
q
Φ
）
」
を
用
い
て
国
民
統
合
を
目
指
し
た
と
い
う
グ
リ
ム
リ
ー
の
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。

テ
ン
プ
ル
に
と
っ
て
、
「
キ
リ
ス
ト
教
会
」
と
い
う
枠
組
み
の
「
基
礎
」
を
構
成
す
る
信
徒
と
な
る
べ
き
な
の
は
、
労
働
者
階
級
で
は
な
く
国

民
で
あ
っ
た
。

　
あ
わ
せ
て
、
諸
教
会
の
教
派
性
の
融
解
を
背
景
に
、
労
働
者
の
側
で
も
エ
キ
ュ
メ
論
旨
ル
な
「
キ
リ
ス
ト
教
会
」
と
い
う
認
識
が
生
じ
て
き

た
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
テ
ン
プ
ル
の
盟
友
で
あ
っ
た
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
首
席
司
祭
ア
イ
ア
マ
ン
ガ
ー
（
男
．
〉
．
H
お
導
8
α
Q
Φ
目
）
は
、
「
組
織
的

宗
教
は
こ
れ
ま
で
特
権
階
級
の
反
動
精
神
の
権
化
で
あ
り
、
労
働
者
階
級
の
福
祉
と
進
歩
に
㏄
廉
し
て
反
対
す
る
も
の
と
見
て
い
た
」
組
合
員

が
、
ス
ト
ラ
イ
キ
へ
の
介
入
に
際
し
て
、
「
著
名
な
教
会
指
導
者
の
教
派
に
左
右
さ
れ
な
い
公
平
な
態
度
」
を
評
価
し
始
め
た
こ
と
に
注
目
し

　
　
⑲

て
い
る
。
事
実
、
ス
ト
ラ
イ
キ
に
際
し
て
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
（
奪
§
§
帖
も
』
誌
の
編
集
長
レ
イ
ト
ン
（
≦
聾
巽
爵
○
§
し
。
ピ
爵
8
旨
）
ら
と
と
も

に
私
的
に
仲
介
に
当
た
っ
て
い
た
ロ
ー
ン
ト
り
一
（
じ
d
Φ
忌
婁
ヨ
ω
①
Φ
び
。
7
白
菊
。
≦
け
H
①
Φ
）
は
、
テ
ン
プ
ル
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
「
炭
鉱
労
働
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
、
全
キ
リ
ス
ト
教
会
（
樽
7
Φ
　
≦
げ
○
一
Φ
　
O
｛
　
門
げ
Φ
　
0
ゲ
H
一
ω
け
一
P
口
　
○
げ
β
噌
O
ぴ
Φ
ω
）
の
支
持
を
受
け
て
い
る
と
認
識
し
て
い
た
」
と
記
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
テ
ン
プ
ル
ら
に
よ
る
ス
ト
ラ
イ
キ
へ
の
介
入
を
見
直
す
な
ら
、
社
会
介
入
を
通
じ
て
「
キ
リ
ス
ト
教
会
」
の
姿
を
国

民
に
提
示
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。
ヘ
ン
ソ
ン
や
ヘ
ド
ラ
ム
は
こ
の
よ
う
な
姿
勢
に
強
く
反
対
し
て
き
た
が
、
こ
の
対
立

の
背
景
に
は
個
人
と
社
会
の
ど
ち
ら
に
教
会
が
働
き
か
け
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
が
潜
ん
で
い
る
。
ヘ
ン
ソ
ン
は
、
「
社
会
を
変
革
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

に
よ
っ
て
、
個
人
を
回
心
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
個
人
を
回
心
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
を
改
良
で
き
る
の
で
あ
る
」
と
信
じ
て
い
た
。

彼
に
と
っ
て
C
O
P
旦
C
や
ゼ
ネ
ス
ト
へ
の
介
入
は
教
会
の
領
分
を
逸
脱
す
る
も
の
で
あ
り
、
厳
し
く
批
判
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
ヘ
ド
ラ
ム
も
ヘ
ン
ソ
ン
同
様
、
「
教
会
の
働
き
は
政
治
や
経
済
、
社
会
機
構
に
関
す
る
こ
と
に
あ
ま
り
煩
わ
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

う
。
…
…
む
し
ろ
諸
個
人
に
キ
リ
ス
ト
教
的
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
教
会
の
義
務
で
あ
る
」
と
考
え
て
お
り
、
ヘ
ン
ソ
ン
と
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

じ
く
ス
ト
ラ
イ
キ
へ
の
介
入
を
強
く
批
判
し
て
い
る
。
一
方
で
テ
ン
プ
ル
は
、
「
わ
れ
わ
れ
は
、
人
々
が
ま
ず
完
全
に
な
っ
て
、
そ
の
後
彼
ら

の
社
会
秩
序
が
完
全
に
な
る
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
わ
れ
わ
れ
は
政
治
や
社
会
秩
序
の
（
諸
個
人
に
対
す
る
）
教
育
的
効
果
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⑭

を
認
識
す
る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
」
と
、
二
人
と
反
対
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。
特
に
ヘ
ド
ラ
ム
と
の
認
識
の
違
い
が
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運

動
の
方
向
性
の
違
い
と
し
て
現
れ
た
こ
と
は
前
節
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
テ
ン
プ
ル
は
従
来
の
宣
教
に
よ
る
個
人
の
回
心
に
は
悲
観
的
で

　
⑮

あ
り
、
目
に
見
え
る
社
会
で
の
活
動
を
通
じ
て
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
力
の
回
復
を
図
る
選
択
を
し
た
。
諸
個
人
の
回
心
の
た
め
に
は
多
様
な
キ

リ
ス
ト
教
会
の
存
在
も
有
効
で
あ
っ
た
が
、
社
会
に
キ
リ
ス
ト
教
の
価
値
観
を
提
示
す
る
た
め
に
は
、
諸
教
会
が
一
致
し
た
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル

な
「
キ
リ
ス
ト
教
会
」
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
テ
ン
プ
ル
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
そ
の
も
の
に
エ
キ
ュ
立
脚
カ
ル
運
動
が
内

在
し
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

第
三
節
　
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
会
議
（
［
九
三
七
年
）
1
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
の
中
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義

　
～
九
三
箇
年
、
第
七
回
ラ
ン
ベ
ス
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
世
界
各
国
か
ら
国
教
会
諸
諸
教
会
の
代
表
が
集
う
こ
の
会
議
に
、
非
国
教
会
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ガ
ー
ヴ
ィ
ー
や
オ
ー
ブ
リ
ー
、
ペ
リ
ー
ら
が
招
か
れ
て
い
る
。
こ
の
会
議
で
「
一
致
に
関
す
る
委
員
会
（
○
・
ヨ
巳
§
Φ
8
d
巳
8
）
」
の
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

を
務
め
た
テ
ン
プ
ル
は
、
非
国
教
会
の
代
表
を
招
請
し
た
こ
と
は
「
新
た
な
進
歩
の
希
望
」
に
基
づ
い
て
の
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ

の
教
会
｝
致
へ
向
け
て
の
「
新
た
な
進
歩
の
希
望
」
は
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
と
い
う
方
向
性
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
テ
ン
プ
ル
は
三
〇

年
代
以
降
も
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
の
指
導
者
と
と
も
に
社
会
介
入
を
続
け
て
い
る
。
～
九
三
三
年
に
テ
ン
プ
ル
が
失
業
問
題
に
関
す
る
調

査
委
員
会
を
設
置
し
た
際
も
、
そ
こ
で
指
導
的
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
「
生
活
と
実
践
」
普
遍
教
会
会
議
（
¢
周
く
Φ
H
G
・
毘
○
ぼ
一
臨
書
○
。
重
量
貯

匿
け
鋤
巳
芝
・
H
パ
）
議
長
の
チ
チ
ェ
ス
タ
ー
主
教
ベ
ル
（
0
8
同
σ
q
①
じ
d
Φ
一
一
）
、
テ
ン
プ
ル
と
と
も
に
S
C
M
の
代
表
と
し
て
～
九
一
〇
年
の
エ
デ
ィ
ン

バ
ラ
会
議
に
参
加
し
て
い
た
モ
バ
ー
リ
i
（
≦
聾
Φ
H
ζ
。
ぴ
①
身
）
、
世
界
宣
教
協
議
会
議
長
で
そ
の
後
「
生
活
と
実
践
」
会
議
議
長
も
務
め
た
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
由
教
会
の
オ
ー
ル
ダ
ム
（
臼
。
。
・
Φ
喜
閏
．
9
爵
馨
）
ら
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
介
入
の
方
向
性
は
、
一
九
三
七
年
七
月
の
「
生
活
と
実
践
」
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
会
議
で
も
確
認
さ
れ
る
。
前
回
の
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
会
議
で
は
、
対
立
が
予
想
さ
れ
る
教
義
面
で
の
議
論
を
避
け
よ
う
と
努
め
た
も
の
の
、
結
局
諸
教
会
の
代
表
が
合
意
に
至
る
こ
と
が
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戦問期イギリスにおけるエキュメニカル運動とウィリアム・テンプル（井上）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

で
き
ず
「
公
式
報
告
」
は
作
成
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
一
二
年
後
、
社
会
の
動
向
を
反
映
し
て
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
お
い
て
「
教
会
・
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

家
・
共
同
体
」
を
主
題
と
し
て
第
二
回
会
議
が
開
催
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
テ
ン
プ
ル
は
議
長
を
務
め
る
「
信
仰
と
職
制
」
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
会
議
、

が
翌
月
に
控
え
て
い
た
た
め
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
会
議
に
深
く
関
与
し
て
い
な
い
が
、
会
議
の
主
導
権
を
握
っ
て
い
た
の
は
議
長
の
ベ
ル
を
は
じ

め
、
オ
ー
ル
ダ
ム
、
モ
バ
ー
リ
ー
ら
テ
ン
プ
ル
と
と
も
に
社
会
問
題
に
関
わ
っ
て
き
た
人
物
で
あ
っ
た
。
会
議
の
第
一
部
会
「
教
会
と
共
同
体

（
9
ξ
畠
鋤
a
O
。
毒
虫
琶
ξ
）
」
報
告
書
は
「
今
日
、
教
会
は
人
々
の
日
常
生
活
と
の
密
接
な
関
係
の
再
確
立
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
…
…
神
の

御
言
葉
は
説
教
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
行
動
に
よ
っ
て
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
教
会
が
こ
れ
ま
で
指
導
的
な
立
場
に
あ
っ
た
領
域
は

国
家
や
共
同
体
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
教
会
が
新
た
な
活
動
の
領
域
と
方
法
を
求
め
る
こ
と
を
促
す
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

教
会
が
社
会
と
の
接
点
を
積
極
的
に
確
保
す
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
さ
ら
に
オ
ー
ル
ダ
ム
は
予
稿
集
に
お
い
て
、
「
福
音
書
の
倫
理

的
要
求
に
見
ら
れ
る
純
粋
な
一
般
論
と
具
体
的
状
況
に
対
し
て
要
求
さ
れ
る
決
定
の
間
に
は
、
『
中
間
原
理
（
ヨ
同
店
創
｝
Φ
　
餌
×
一
〇
ヨ
）
』
と
い
う
べ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

も
の
が
必
要
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
文
言
は
既
述
の
よ
う
に
C
O
P
E
C
で
象
徴
的
に
用
い
ら
れ
た
三
葉
で
あ
り
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
会
議
に
お
い
て
も
テ
ン
プ
ル
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
が
色
濃
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
こ
の
「
生
活
と
実
践
」
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
会
議
に
お
い
て
、
「
信
仰
と
職
制
」
会
議
と
合
同
し
て
世
界
教
会
協
議
会
を
設
立
す
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
る
。
こ
の
決
定
は
、
当
初
福
音
宣
教
の
場
に
お
け
る
協
力
か
ら
始
ま
っ
た
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
が
、
政
治
社
会
と
の
関
係
を
深
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ゆ
く
分
岐
点
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ヘ
ド
ラ
ム
は
こ
の
提
案
に
対
し
て
「
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
『
信
仰
と
職
制
』
の
メ
ン
バ
ー
を
、
常
に
政
治

に
介
入
し
キ
リ
ス
ト
教
と
社
会
主
義
を
同
～
視
す
る
よ
う
な
熱
情
に
動
か
さ
れ
て
い
る
『
生
活
と
実
践
』
に
近
づ
け
て
し
ま
う
」
と
い
う
危
惧

　
　
　
　
　
⑪

を
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
時
点
で
ヘ
ド
ラ
ム
の
よ
う
な
立
場
は
少
数
派
で
あ
り
、
翌
年
に
は
テ
ン
プ
ル
を
議
長
に
ユ
ト
レ
ヒ
ト
で

準
備
会
議
が
開
催
さ
れ
、
第
二
次
大
戦
後
に
世
界
教
会
協
議
会
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
一
方
、
イ
ギ
リ
ス
国
内
に
目
を
向
け
る
と
、
一
九
四
〇
年
の
教
会
議
会
で
テ
ン
プ
ル
は
、
世
界
教
会
協
議
会
の
設
立
を
国
教
会
が
歓
迎
す
る

決
議
案
と
と
も
に
、
イ
ギ
リ
ス
に
そ
の
対
応
組
織
を
作
る
こ
と
を
提
案
し
、
と
も
に
了
承
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
四
二
年
九
月
、
テ
ン
プ
ル
を

119　（899）



議
長
と
し
て
英
国
教
会
協
議
会
（
H
W
H
一
酔
一
Q
り
ぽ
∩
り
○
伍
昌
O
一
一
〇
h
O
ゲ
¢
H
O
ぴ
Φ
し
り
）
が
設
立
さ
れ
る
。
セ
ン
ト
・
ポ
ー
ル
大
聖
堂
で
行
わ
れ
た
設
立
記
念
式
典
で

彼
は
、
「
キ
リ
ス
ト
教
の
基
本
原
理
が
疑
い
な
か
っ
た
時
代
、
教
派
間
の
区
別
に
強
調
点
が
置
か
れ
た
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

今
日
の
よ
う
に
キ
リ
ス
ト
教
の
原
理
が
広
く
挑
戦
さ
れ
、
多
く
の
点
で
明
確
に
拒
絶
さ
れ
て
い
る
時
、
最
も
大
切
な
こ
と
は
キ
リ
ス
ト
教
そ
れ

自
体
の
明
確
で
一
致
し
た
証
言
で
あ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
相
違
は
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
そ
う
で
な
い
人
の
相
違
よ
り
は
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

つ
と
小
さ
い
」
と
述
べ
、
教
会
一
致
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。
同
協
議
会
の
設
立
は
、
国
内
に
お
け
る
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
の
重
要
な
成

果
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
お
い
て
も
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
的
な
方
向
性
が
明
確
に
見
ら
れ
る
。
同
じ
演
説
で
テ
ン
プ
ル
は
、
「
新
た
な
機
会

が
開
け
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
の
名
に
お
け
る
試
み
、
彼
を
個
人
的
生
活
と
同
様
社
会
に
お
い
て
も
救
い
主
と
し
て
高
め
る
機
会
で
あ
る
」
と
述

べ
て
い
る
。
ま
た
、
「
新
し
く
設
立
さ
れ
る
英
国
教
会
協
議
会
は
、
わ
れ
わ
れ
の
一
般
生
活
に
対
し
て
新
た
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
な
る
で
あ
ろ
う
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
と
一
般
国
民
と
の
間
の
関
係
の
構
築
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
点
で
、
同
協
議
会
は
イ
ギ
リ
ス

国
内
に
お
け
る
諸
教
会
の
連
絡
組
織
以
上
の
意
味
を
持
つ
こ
と
を
期
待
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
C
O
P
E
C
以
降
の
戦
間
期
に
お
い
て
テ
ン
プ
ル
が
指
導
し
た
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
は
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会

主
義
運
動
と
同
時
並
行
的
に
進
展
し
た
。
重
要
な
こ
と
は
、
テ
ン
プ
ル
の
運
動
の
結
果
と
し
て
現
れ
て
く
る
「
キ
リ
ス
ト
教
会
」
の
理
念
が
、

旦
ハ
体
的
に
は
国
教
会
を
核
と
す
る
「
国
民
教
会
」
と
い
う
形
を
と
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
彼
自
身
が
以
前
か
ら
理
想
と
し
て
い
た
教
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

姿
で
あ
る
以
上
、
自
然
な
結
果
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
彼
の
「
国
民
教
会
」
の
内
容
・
要
素
が
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
と
エ
キ
ュ
メ
ニ

ズ
ム
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
テ
ン
プ
ル
の
志
向
す
る
「
国
民
教
会
」
の
性
質
は
、
制
度
的
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ

世
俗
社
会
と
の
接
点
を
確
保
し
つ
つ
教
派
間
対
立
を
和
ら
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民
文
化
的
な
キ
リ
ス
ト
教
を
再
提
示
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
元
来
明
確
な
教
義
を
持
た
な
い
国
教
会
を
核
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
～
九
四
二
年
に
テ

ン
プ
ル
は
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
同
様
そ
の
社
会
介
入
を
嫌
っ
て
い
た
チ
ャ
ー
チ
ル
（
ヨ
p
ω
8
　
0
喜
8
三
一
）
に
よ
っ
て
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教

に
指
名
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
当
時
「
民
衆
の
大
主
教
（
℃
8
こ
口
①
．
。
・
≧
警
募
8
℃
）
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
テ
ン
プ
ル
の
国
民
へ
の
影
響
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力
の
大
き
さ
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
非
公
式
な
称
号
こ
そ
テ
ン
プ
ル
の
「
国
民
教
会
」
の
特
徴
を
表
す
も
の
で
あ
っ
た
。

テ
ン
プ
ル
が
大
主
教
と
し
て
名
実
と
も
に
国
教
会
の
指
導
者
と
な
っ
た
｛
九
三
〇
年
代
、
大
陸
に
お
い
て
は
ナ
チ
ス
の
政
権
掌
握
が
教
会
と

社
会
の
問
題
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。
次
章
で
は
、
こ
の
ナ
チ
ズ
ム
と
テ
ン
プ
ル
が
志
向
し
た
「
国
民
教
会
」
と
の
関
係
を
扱
う
。

戦間期イギリスにおけるエキュメニカル運動とウィリアム・テンプル（井上）

①
戦
間
期
と
い
う
二
〇
年
以
上
の
時
期
に
わ
た
っ
て
あ
る
人
物
の
思
想
を
考
察
す

　
る
場
合
、
そ
の
動
的
な
側
面
に
注
目
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
実
際
テ
ン
プ

　
ル
に
も
、
三
〇
年
代
の
社
会
動
向
を
背
景
と
し
た
神
学
的
な
変
化
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戦間期イギリスにおけるエキュメニカル・運動とウィリアム・テンプル（井上）
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ω
耳
叫
巳
O
。
ヨ
征
き
ξ
．
”
§
免
国
喧
§
る
（
［
、
O
昌
匹
O
づ
“
一
Φ
卜
）
①
）
響

　
お
嘆
5
ヨ
日
①
ヨ
覧
ρ
穿
偽
像
§
O
ミ
虜
職
ミ
N
津
N
ミ
参
℃
．
O
N

⑯
↓
Φ
三
章
ρ
．
U
o
誘
＝
影
§
免
℃
N
雪
ミ
為
（
い
。
巳
。
戸
一
8
ジ
H
①
奪
ヨ
日
Φ
白
篇
P

　
夏
鳶
亀
恥
註
9
響
ミ
貯
鳶
ぎ
勘
馬
込
勲
も
も
■
①
一
－
①
G
Q
．

⑰
日
Φ
ξ
『
8
国
日
⑦
ヨ
皿
Φ
（
｝
巳
団
鼻
同
8
①
）
ぎ
ぎ
ヨ
8
σ
q
Φ
郭
§
ミ
§
四
寄
ミ
蕃
甲

　
で
で
．
Q
◎
G
Q
㊤
－
ω
心
ρ

⑬
　
テ
ン
プ
ル
は
労
働
党
に
関
し
て
も
、
国
民
意
識
よ
り
も
階
級
意
識
を
強
調
す
る

　
傾
向
に
は
批
判
的
で
あ
っ
た
。
O
臨
巨
Φ
ざ
Ω
葺
§
臨
鴬
署
■
一
〇
ω
高
ω
⑩
■

⑲
同
H
§
。
轟
Φ
炉
§
N
§
ミ
浮
愚
黄
署
’
G
。
ホ
ー
ω
蕊
’

⑩
　
じ
d
■
ω
．
節
。
二
値
お
ω
8
8
Φ
ヨ
覧
ρ
ぎ
岸
Φ
露
8
σ
q
Φ
斜
§
ミ
§
N
寄
§
黄
署
辱
ω
き
－

　
ω
膳
一
■

⑪
　
O
ゲ
践
急
。
ぎ
寒
ミ
防
ε
§
N
§
四
”
署
．
一
①
G
。
・
一
①
野

⑫
　
鵠
⑦
巴
『
員
壽
こ
W
さ
§
勲
や
H
認
「

（
⑯
　
国
＄
繕
僻
ヨ
甲
吋
ら
§
§
職
掌
§
栽
O
詠
識
憲
§
壁
（
い
。
巳
o
P
一
㊤
b
o
刈
）
．

⑭
　
日
Φ
ヨ
竺
ρ
穿
偽
§
ミ
O
専
韓
噛
織
謡
ミ
N
ミ
歩
℃
．
ω
ピ

⑮
　
テ
ン
プ
ル
は
す
で
に
一
九
一
六
年
の
門
国
民
伝
道
」
の
さ
な
か
、
門
明
ら
か
な

　
こ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
四
分
の
三
が
、
わ
れ
わ
れ
が
こ
れ
ま
で
提
供
し
て
き
た

　
類
の
福
音
を
望
ん
で
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
無
論
こ
れ
は
あ
る
程
度
ま
で

　
彼
ら
に
非
が
あ
る
が
、
し
か
し
わ
れ
わ
れ
の
物
事
の
提
示
の
仕
方
に
も
問
題
が
あ

　
る
」
、
と
述
べ
て
い
る
。
H
お
ヨ
。
昌
α
q
Φ
ゴ
景
ミ
§
w
寒
、
愚
N
貼
噂
マ
ト
⊃
O
。
。
．

＠
　
即
O
巳
①
ヨ
雪
（
巴
．
y
沁
題
o
N
ミ
馬
§
塩
鱈
き
鴨
穿
ミ
塁
卜
§
N
富
き
O
o
、
箒
、
§
§
N
o
O
◎
N

　
N
℃
題
（
門
O
δ
葺
P
一
㊤
り
鱒
）
り
も
．
Q
Q
⑳

⑰
　
§
昌
々
§
鮮
ぽ
ミ
G
ミ
蕃
、
§
ら
免
遣
。
。
9
寧
N
遷
ミ
ミ
N
ト
ミ
ミ
辱
d
ミ
ミ
帖
b
嗜
慧
魯
恥
§
ミ

　
沁
翁
駄
ミ
画
§
恥
§
蹴
沁
魯
ミ
、
駐
（
扁
じ
O
目
傷
O
O
　
　
一
Φ
ω
O
　
　
　
　
　
　
層
）
一
℃
’
N
c
◎
9

㊥
　
こ
の
調
査
は
～
九
一
二
六
年
以
降
ピ
ル
グ
リ
ム
・
ト
ラ
ス
ト
か
ら
の
財
政
支
援
を

　
受
け
、
三
八
年
に
は
調
査
報
告
害
『
失
業
者
（
§
景
暮
。
ミ
き
、
芭
暁
が
公
刊

　
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ン
、
ダ
ー
ラ
ム
、
リ
ヴ
ァ
プ
…
ル
な
ど
に
お

　
い
て
一
年
以
上
失
業
し
て
い
る
人
々
に
対
し
て
、
失
業
の
原
因
や
生
活
状
況
を
詳

　
細
に
記
録
し
た
報
告
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
サ
ン
プ
ル
と
し
て
の
個
人
の
生
活
記
録

　
や
、
既
に
実
施
さ
れ
て
い
る
救
済
策
の
有
効
性
に
つ
い
て
も
調
査
さ
れ
て
い
る
。

　
同
報
告
書
は
そ
の
後
の
政
府
や
調
査
団
体
の
失
業
調
査
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

　
も
の
で
あ
っ
た
。

⑲
　
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
に
お
い
て
は
、
「
教
義
は
分
裂
さ
せ
る
が
奉
仕
は
一
致

　
さ
せ
る
扁
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
語
ら
れ
て
い
る
。
テ
ン
プ
ル
は
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ

　
ル
運
動
に
お
い
て
、
「
信
仰
と
職
制
」
会
議
の
継
続
委
員
長
を
務
め
、
三
七
年
に

　
は
「
僧
仰
と
職
鋼
」
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
会
議
を
議
長
と
し
て
開
催
し
て
い
る
た
め
こ

　
ち
ら
と
の
関
わ
り
が
重
視
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
活
動
は
「
生
活
と
実
践
」
の
方

　
向
性
に
沿
う
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

⑳
会
議
の
準
備
に
指
導
的
役
割
を
果
た
し
た
オ
ー
ル
ダ
ム
は
、
「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

　
に
と
っ
て
、
教
会
・
国
家
・
共
同
体
の
関
係
ほ
ど
緊
急
に
議
論
を
要
す
る
問
題
は

　
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
時
代
に
お
け
る
世
俗
の
傾
向
と
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
と
の
間

（903）123



　
の
議
論
は
、
こ
れ
ら
の
実
践
的
問
題
が
焦
点
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
と
述

　
べ
て
い
る
。
＜
置
。
。
Φ
昏
出
o
o
沖
§
鴨
9
§
鋳
匙
ミ
凄
、
ミ
葛
翫
§
庶
導
恥
ぎ
、
ミ

　
G
o
§
ミ
駄
Q
訪
ミ
黙
禽
（
Ω
Φ
口
Φ
＜
餌
　
　
H
㊤
O
◎
刈
）
甲
℃
．
認
．

⑪
　
竃
．
屋
自
鋤
ヨ
8
鋤
乙
b
d
．
興
O
o
も
Φ
（
＆
ω
．
γ
§
鴨
騨
§
§
詩
ミ
§
q
§
§
群
》
嵩

　
郎
ミ
ぎ
民
屋
♂
罫
恥
§
ミ
ぎ
詩
題
（
○
Φ
器
く
二
一
㊤
リ
ジ
薯
．
培
一
由
刈
四

⑫
　
回
目
恥
こ
や
留
N

㊥
　
フ
ィ
ッ
セ
ル
ト
・
ホ
ー
フ
ト
は
一
九
三
七
年
、
「
こ
の
時
期
の
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ

　
ル
運
動
の
社
会
思
想
を
理
解
す
る
上
で
、
凹
中
間
原
理
隔
に
関
す
る
議
論
は
鍵
と

　
な
る
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
≦
ω
ω
霞
．
傅
鎖
o
O
節
磐
住
○
罷
ぎ
β
§
Q

　
Q
ぎ
鳶
詠
§
蹴
芸
西
、
N
ミ
§
賊
博
煙
警
ミ
竜
（
ピ
O
p
鳥
O
昌
▼
　
一
Φ
ら
Q
刈
）
”
℃
℃
．
b
」
8
面
一
9

⑭
塑
Ω
U
」
器
℃
Φ
き
国
．
Ω
§
ミ
織
ミ
」
卜
慧
§
駄
ト
ミ
廿
日
駄
亀
b
む
慧
魯
（
び
o
a
o
口
甲

　
一
〇
①
O
y
や
ミ
メ

⑮
↓
Φ
日
量
①
”
§
馬
O
ぎ
、
き
ト
。
審
物
凄
、
起
織
ミ
P
♂
■

⑯
　
月
Φ
ヨ
覧
p
．
》
ω
Φ
§
8
甲
＄
o
冨
臼
p
ω
σ
勺
餌
亀
ω
8
G
り
Φ
讐
Φ
旨
ぴ
Φ
島
ω
．
β
Φ
爵
’

　
四
＝
滞
回
轟
自
α
Q
霞
讐
δ
p
o
｛
〔
げ
①
し
d
葺
冨
げ
O
o
き
。
鵠
。
｛
O
匿
8
冨
ω
、
▼
貯
日
Φ
白
駄
ρ

　
§
偽
Ω
副
ミ
き
ト
s
蓼
凄
、
、
起
亀
ミ
℃
P
も
Q
鱒
・
ω
野

⑰
　
前
掲
拙
稿
論
文
参
照
。
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第
三
章
　
ナ
チ
ズ
ム
の
台
頭
と
テ
ン
プ
ル
の
「
国
民
教
会
」

第
一
節
　
政
教
関
係
を
め
ぐ
る
問
題

　
一
九
三
〇
年
九
月
の
選
挙
で
第
二
党
に
躍
進
し
た
「
国
家
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
」
（
以
下
、
ナ
チ
ス
）
は
、
そ
の
党
綱
領
第
二
四
条
で

宗
教
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
た
。
「
我
々
は
、
国
家
の
存
立
を
危
く
せ
ず
、
ま
た
は
ゲ
ル
マ
ン
人
種
の
美
俗
・
道
徳
感
に
反
し
な

い
限
り
、
国
内
に
お
け
る
全
て
の
宗
教
的
信
仰
の
自
由
を
要
求
す
る
。
わ
が
党
は
、
か
く
の
ご
と
き
も
の
と
し
て
一
定
の
宗
教
的
信
仰
に
拘
束

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
積
極
的
な
キ
リ
ス
ト
教
の
立
場
を
代
表
す
る
」
。
一
九
三
三
年
一
月
に
政
権
に
就
い
た
ヒ
ト
ラ
ー
は
、
「
キ
リ
ス
ト
教
は
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

れ
わ
れ
の
倫
理
的
基
盤
で
あ
る
」
と
い
う
声
明
を
発
表
し
、
福
音
主
義
教
会
の
監
督
（
℃
日
華
畠
。
｛
）
ら
は
こ
れ
を
概
ね
好
意
的
に
受
け
止
め
た
。

同
年
九
月
に
は
ナ
チ
ス
に
同
調
す
る
「
ド
イ
ツ
的
キ
リ
ス
ト
教
徒
」
の
力
を
背
景
に
、
帝
国
教
会
監
督
に
ミ
ュ
ラ
ー
（
】
じ
口
偶
≦
一
α
q
竃
¢
質
Φ
瞬
）
が
選

出
さ
れ
、
そ
の
後
ナ
チ
ス
に
よ
る
教
会
統
制
は
こ
の
親
ナ
チ
派
の
ミ
ュ
ラ
ー
を
中
心
に
効
率
的
に
行
わ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
ナ
チ
ス
の
教
会
政
策
に
対
す
る
抵
抗
も
早
く
か
ら
見
ら
れ
た
。
一
九
三
三
年
三
月
に
は
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
領
土
教
会
監



戦間期イギリスにおけるエキュメニカル運動とウィリアム・テンプル（井上）

督
ヴ
ル
ム
（
天
瀬
。
玉
釧
芝
信
§
）
や
古
プ
ロ
イ
セ
ン
合
同
教
会
の
デ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
（
9
δ
o
釜
窪
話
）
ら
が
、
「
教
会
の
自
由
と
独
立
」
を
守
る
た

め
に
ナ
チ
ス
の
干
渉
に
対
す
る
批
判
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
同
年
九
月
に
は
、
教
会
に
対
す
る
ナ
チ
ス
の
指
導
要
求
や
「
ア
ー
リ
ア
条
項
」

の
強
制
を
信
仰
告
白
の
障
害
で
あ
る
と
認
識
し
た
聖
職
者
ら
に
よ
っ
て
牧
師
緊
急
同
盟
が
設
立
さ
れ
る
。
翌
三
四
年
に
は
こ
こ
か
ら
告
白
教
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

が
形
成
さ
れ
、
終
戦
ま
で
「
教
会
闘
争
」
が
続
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
彼
ら
の
抵
抗
は
、
教
会
活
動
へ
の
不
当
な
干
渉
に
対
す
る
「
純
粋
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

教
会
的
な
動
機
」
か
ら
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ナ
チ
ス
政
権
に
対
す
る
政
治
的
な
批
判
を
意
図
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
背
後

に
は
ル
タ
ー
的
な
政
治
と
宗
教
の
二
分
法
、
い
わ
ゆ
る
「
二
王
国
論
（
象
。
践
器
。
p
訂
日
露
。
寄
“
・
一
塁
ω
）
」
が
あ
っ
た
。
こ
の
理
論
の
影
響
力

は
、
牧
師
緊
急
同
盟
お
よ
び
告
白
教
会
の
中
心
的
人
物
で
あ
っ
た
ニ
ー
メ
ラ
ー
（
竃
P
円
鉱
目
　
リ
ニ
①
ヨ
α
一
一
Φ
H
）
が
、
一
九
三
四
年
に
国
家
に
対
す
る
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

逆
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
た
際
に
明
確
に
見
ら
れ
る
。
ニ
ー
メ
ラ
ー
は
「
神
に
よ
っ
て
委
託
さ
れ
た
自
分
の
民
族
に
た
い
す
る
責
任
を
何
ぴ
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

キ
リ
ス
ト
者
か
ら
取
り
去
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
怒
り
を
買
っ
た
の
で
あ
る
。
ヴ
ル
ム
ら
福
音
主
義
教
会
の
監
督
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ニ
ー
メ
ラ
ー
の
政
治
介
入
を
非
難
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
機
に
帝
国
教
会
に
対
す
る
協
力
へ
と
方
針
を
転
換
す
る
。
他
の
聖
職
者
も
、
ニ
ー

メ
ラ
ー
は
「
教
会
的
要
件
か
ら
政
治
的
な
事
柄
に
不
当
に
も
干
渉
し
た
。
こ
う
し
て
二
王
国
論
を
侵
害
し
、
国
家
に
対
す
る
不
忠
誠
と
い
う
嫌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

疑
を
教
会
に
招
」
く
と
い
う
「
最
悪
の
も
の
と
思
わ
れ
る
こ
と
」
を
し
た
と
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。

　
そ
の
後
も
ヒ
ト
ラ
ー
に
警
戒
さ
れ
続
け
た
ニ
ー
メ
ラ
ー
は
、
一
九
三
七
年
七
月
に
逮
捕
さ
れ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル

運
動
の
指
導
者
ヘ
ド
ラ
ム
は
こ
の
件
に
関
し
て
、
『
タ
イ
ム
ズ
』
に
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て
い
る
。
そ
こ
で
彼
は
、
「
ニ
ー
メ
ラ
ー
は
現
在
ナ
チ
ス

政
権
に
よ
っ
て
収
監
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
彼
が
頑
な
に
説
教
壇
で
政
治
を
論
じ
る
と
い
う
罪
を
犯
し
た
か
ら
で
あ
る
」
と
批
判
し
、
「
政

治
目
的
の
た
め
に
説
教
壇
を
用
い
な
い
こ
と
に
同
意
す
る
な
ら
、
彼
は
直
ち
に
解
放
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
聞
い
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

さ
え
、
わ
れ
わ
れ
は
政
治
的
な
説
教
を
好
ま
な
い
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ヘ
ド
ラ
ム
は
、
政
治
と
宗
教
の
領
域
を
峻
別
す
る
理
論
を
ド

イ
ツ
の
福
音
主
義
教
会
と
共
有
し
て
い
た
。
彼
が
テ
ン
プ
ル
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
を
痛
烈
に
批
判
し
て
い
た
の
も
こ
の
理
由
か
ら
で
あ
っ

た
。
～
方
で
ヘ
ド
ラ
ム
は
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
の
指
導
者
と
し
て
、
三
三
年
九
月
の
帝
国
教
会
の
設
立
を
「
国
家
の
規
制
か
ら
自
由
な
、
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⑩

一
致
し
た
ド
イ
ツ
教
会
の
成
立
」
と
し
て
歓
迎
し
て
い
る
。
ヘ
ド
ラ
ム
の
こ
の
よ
う
な
反
応
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
絡
ん
で
い
る
。
ま
ず
彼

は
、
「
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ド
イ
ツ
の
教
会
の
統
一
で
あ
り
、
そ
れ
は
ヒ
ト
ラ
ー
が
望
ん
で
い
る
唯
一
の
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

る
よ
う
に
、
状
況
を
過
度
に
楽
観
潤
し
て
い
た
。
ま
た
、
バ
ル
ト
（
囚
毘
b
σ
p
爵
）
を
中
心
と
す
る
保
守
的
な
神
学
を
擁
す
る
告
白
教
会
へ
の
嫌

悪
感
や
反
共
産
主
義
的
姿
勢
も
、
「
ド
イ
ツ
的
キ
リ
ス
ト
教
」
へ
の
接
近
の
要
因
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
エ
キ
ュ
翁
面
カ
ル
運
動
の
視
点
か
ら
見

れ
ば
、
彼
は
「
国
家
の
規
制
か
ら
自
由
な
一
致
し
た
教
会
」
を
理
想
と
し
て
い
た
。

　
ド
イ
ツ
の
福
音
主
義
教
会
や
ヘ
ド
ラ
ム
ら
の
二
分
法
と
対
比
す
る
と
き
、
テ
ン
プ
ル
の
政
教
関
係
に
対
す
る
立
場
は
明
確
に
異
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

テ
ン
プ
ル
は
こ
i
メ
ラ
ー
に
関
し
て
は
発
言
を
控
え
て
い
る
が
、
戦
問
期
に
お
け
る
活
動
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
ル
タ
ー
的
な
政
教
二
分
法
を

否
定
し
て
い
た
。
彼
は
一
九
四
一
年
に
は
は
っ
き
り
と
、
「
ル
タ
ー
的
な
二
分
法
が
、
ヒ
ト
ラ
ー
へ
の
道
を
準
備
し
た
こ
と
は
容
易
に
見
て
取

　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
テ
ン
プ
ル
は
、
～
九
二
九
年
に
ヨ
ー
ク
大
主
教
に
就
任
し
た
後
も
、
既
述
の
失
業
問
題
へ
の
介
入
を
は
じ
め
積
極
的

に
政
治
・
社
会
問
題
に
介
入
し
て
い
る
。
三
四
年
に
は
、
失
業
保
険
の
給
付
金
切
り
下
げ
に
対
し
て
、
全
国
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
地
元
選
出
議

員
に
手
紙
を
書
い
て
次
回
の
予
算
審
議
に
お
い
て
は
減
税
よ
り
も
最
近
な
さ
れ
た
失
業
保
険
給
付
金
の
切
り
下
げ
の
撤
回
の
方
が
重
要
で
あ
る

と
訴
え
る
よ
う
、
キ
リ
ス
ト
教
の
理
念
に
基
づ
い
て
勧
め
て
い
る
。
実
際
ヨ
ー
ク
大
主
教
の
呼
び
か
け
は
、
蔵
相
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
（
累
Φ
く
津
①

○
冨
日
σ
①
同
巨
昌
）
か
ら
抗
議
を
受
け
る
ほ
ど
の
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
テ
ン
プ
ル
の
活
動
の
背
景
に
あ
っ
た
の
は
、
一
般
国
民

に
「
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
局
面
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
」
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
で
あ
り
、
彼
に
と
っ
て
そ
れ

は
国
民
に
対
す
る
教
会
の
「
神
に
よ
っ
て
委
託
さ
れ
た
」
責
任
で
あ
っ
た
。
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第
二
節
　
テ
ン
プ
ル
の
国
民
教
会

　
戦
士
期
に
お
け
る
テ
ン
プ
ル
の
活
動
を
、
「
一
定
の
宗
教
的
信
仰
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
積
極
的
な
キ
リ
ス
ト
教
の
立
場
を
代
表
す
る
」

と
い
う
ナ
チ
ス
の
立
場
と
単
純
な
ア
ナ
ロ
ジ
ー
関
係
に
置
く
こ
と
は
安
易
に
過
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
こ
に
一
定
の
類
似
が
見
ら
れ
る
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の
も
事
実
で
あ
る
。
重
要
な
こ
と
は
、
テ
ン
プ
ル
自
身
彼
の
目
指
す
教
会
像
を
ナ
チ
ズ
ム
と
あ
る
種
「
等
価
的
」
な
存
在
と
み
な
し
て
い
た
こ

と
で
あ
る
。
彼
は
、
現
代
の
ア
ト
ム
化
し
た
人
々
の
間
に
「
統
合
（
自
身
）
へ
の
渇
望
が
広
く
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
満
た
す
べ
く
新
た

な
政
治
的
宗
教
（
B
一
ξ
。
緯
心
臓
自
ω
）
が
人
々
の
間
に
影
響
力
を
持
つ
に
至
っ
た
。
…
…
共
産
主
義
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
国
家
社
会
主
義
は
非
常

に
似
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
相
似
は
相
違
よ
り
も
重
要
で
あ
る
」
と
述
べ
、
そ
の
特
徴
と
し
て
「
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
」
、
「
指
導
者
の
存
在
」
、

「
力
に
よ
る
支
配
」
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
わ
れ
わ
れ
は
福
音
の
う
ち
に
こ
の
渇
望
を
満
た
せ
る
で
あ
ろ
う
か
」
と
述
べ
た
後
、
「
わ
れ

わ
れ
も
ま
た
、
福
音
を
告
げ
る
際
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
誰
も
排
除
し
な
い
よ
う
な
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

包
摂
的
な
も
の
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
わ
れ
わ
れ
も
指
導
者
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
種
の

「
等
価
性
」
は
、
国
教
会
に
深
く
関
与
し
て
い
た
詩
人
の
エ
リ
オ
ッ
ト
（
誤
・
暴
ω
○
り
酔
＄
3
ω
巴
δ
酔
）
も
指
摘
し
て
い
る
。
彼
は
、
一
九
三
九
年

『
キ
リ
ス
ト
教
社
会
の
理
念
憾
の
中
で
、
「
政
治
哲
学
は
倫
理
か
ら
、
倫
理
は
宗
教
か
ら
承
認
を
受
け
る
」
の
で
あ
る
か
ら
、
「
わ
れ
わ
れ
が
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

を
持
と
う
と
し
な
い
の
な
ら
ば
、
ヒ
ト
ラ
ー
か
ス
タ
ー
リ
ン
を
崇
拝
す
る
し
か
な
い
の
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。
テ
ン
プ
ル
は
、
こ
の
よ
う

な
神
を
「
指
導
者
」
と
し
た
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
を
ド
イ
ツ
の
福
音
主
義
教
会
が
提
供
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
ド
イ
ツ
に
お
い
て
「
ヒ
ト
ラ
ー
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

の
道
」
を
開
い
た
と
認
識
し
て
い
た
。
｝
九
四
一
年
に
作
家
セ
イ
ヤ
ー
ズ
（
U
。
§
ξ
の
ミ
①
邑
は
、
「
教
会
の
一
少
な
く
と
も
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
国
教
会
の
i
最
大
の
失
敗
の
原
因
は
、
一
般
の
人
々
に
教
会
が
～
法
人
団
体
で
あ
る
と
い
う
印
象
を
与
え
て
き
た
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ

て
い
る
が
、
一
九
一
九
年
の
授
権
法
の
制
定
以
来
テ
ン
プ
ル
の
活
動
は
こ
の
よ
う
な
印
象
に
対
し
て
、
よ
り
包
摂
的
な
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
を
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

零
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
彼
の
理
想
は
、
階
級
や
文
化
に
依
拠
す
る
諸
教
会
の
並
存
で
は
な
く
、
国
民
を
基
盤
と
し
た
エ
キ
ュ
メ
ニ

カ
ル
な
「
キ
リ
ス
ト
教
会
」
す
な
わ
ち
「
国
民
教
会
」
の
形
成
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
テ
ン
プ
ル
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
政
治
の
領

域
と
教
会
の
領
域
が
緊
張
関
係
に
あ
る
と
い
う
コ
一
王
国
論
」
的
な
捉
え
方
で
は
な
く
、
政
治
と
教
会
が
ひ
と
つ
の
領
域
に
重
な
り
合
う
形
で

存
在
す
る
と
い
う
認
識
が
強
調
さ
れ
る
。
彼
は
、
「
ナ
チ
ズ
ム
は
個
人
の
魂
を
抹
殺
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ル
タ
ー
主
義
は
教
会
と
国
家
を
峻

別
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
」
政
教
関
係
の
緊
張
を
解
決
し
た
が
、
ど
ち
ら
も
キ
リ
ス
ト
教
的
で
は
な
い
と
批
判
し
、
「
教
会
と
国
家
、
宗
教
と
シ
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⑱

テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
は
、
人
間
の
生
と
い
う
同
じ
領
域
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
機
能
が
違
う
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
認
識
が

ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
や
チ
ャ
ー
チ
ル
と
の
確
執
を
生
ん
だ
点
で
あ
り
、
ま
た
「
政
治
的
宗
教
」
と
し
て
の
ナ
チ
ズ
ム
と
テ
ン
プ
ル
の
「
国
昆
教

会
」
と
の
「
等
価
性
」
を
も
た
ら
す
点
で
あ
っ
た
。

　
無
論
、
ナ
チ
ズ
ム
と
テ
ン
プ
ル
の
「
国
民
教
会
」
に
は
決
定
的
な
相
違
が
あ
る
。
中
で
も
重
要
な
の
は
、
国
家
の
位
置
づ
け
で
あ
ろ
う
。
～

九
三
六
年
に
テ
ン
プ
ル
は
、
国
家
は
常
に
個
人
を
国
家
以
上
の
価
値
の
あ
る
も
の
と
し
て
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
「
こ
の
よ
う
な
原
理

は
、
ロ
シ
ア
型
の
共
産
主
義
に
お
い
て
は
明
確
に
拒
否
さ
れ
、
今
日
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
で
流
行
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
に
暗
示
的
に
拒
否
さ
れ

て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
国
家
に
対
す
る
関
係
か
ら
個
人
の
価
値
が
測
ら
れ
る
と
い
う
近
代
の
圧
力
に
対
し
、
諸
個
人
の
神
の
子
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

し
て
の
平
等
を
主
張
す
る
。
た
だ
、
彼
は
国
家
を
目
的
と
す
る
シ
ス
テ
ム
を
否
定
す
る
一
方
で
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
そ
の
も
の
は
否
定
し
て
い

な
い
。
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
会
議
で
も
、
「
諸
個
人
は
特
定
の
国
民
共
同
体
の
中
に
生
ま
れ
、
強
い
紐
帯
で
そ
れ
に
統
合
さ
れ
て
い
る
。
人
間
の

罪
深
さ
に
由
来
す
る
そ
の
悪
影
響
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
教
会
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
の
事
実
を
、
本
質
的
に
神
か
ら
人
へ
の
賜
物
と
し
て
認
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
」
と
い
う
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
テ
ン
プ
ル
は
、
神
の
下
に
国
家
（
ω
§
①
）
を
相
対
化
し
つ
つ
も
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
意
識
を
肯
定
し
ナ
シ

ョ
ナ
ル
な
レ
ベ
ル
で
教
会
を
介
在
さ
せ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
意
識
（
あ
る
い
は
愛
国
心
）
が
世
俗
的
な
国
家
に
対
す
る
忠
誠
へ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

直
接
転
化
す
る
こ
と
を
防
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
意
識
を
通
じ
て
、
「
国
民
教
会
」
と
し
て

の
「
キ
リ
ス
ト
教
会
」
（
あ
る
い
は
国
民
文
化
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
）
が
「
国
民
」
と
い
う
支
持
基
盤
を
得
る
こ
と
で
あ
り
、
テ
ン
プ
ル
は
こ
こ

に
二
〇
世
紀
に
お
け
る
教
会
の
存
続
の
可
能
性
を
見
て
い
た
の
で
あ
る
。

①
≦
．
閏
。
｛
費
（
①
e
b
ミ
、
さ
織
§
霧
鼠
ミ
§
ミ
q
6
。
袖
§
ミ
ミ
℃
。
。
勉
鑑
畿
（
ら
。
。
。
。
）
噛

　
救
翼
翼
繁
訳
『
ナ
チ
ス
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
睡
（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
七
二
年
）
、
四

　
四
頁
。

②
福
音
主
義
教
会
は
、
一
九
二
二
年
に
ド
イ
ツ
福
音
主
義
教
会
同
盟
を
結
成
し
た

　
ル
タ
…
派
、
会
衆
派
お
よ
び
古
プ
ロ
イ
セ
ン
合
同
教
会
を
指
す
。

③
河
島
幸
男
「
独
裁
国
家
と
教
会
ー
ナ
チ
ス
政
権
初
期
の
福
音
主
義
教
会
」

　
『
近
代
ヨ
…
ロ
ッ
パ
の
探
求
③
教
会
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
）
一
℃
■

　
ω
け
Φ
冒
げ
鋤
。
炉
餌
p
傷
旨
円
鎧
。
げ
巴
（
Φ
傷
。
。
し
り
景
譜
麸
ミ
嵩
蹴
§
b
衛
ミ
い
き
貯
、
ミ
N
髭
c
Q
－
N
℃
亜
軌

　
（
冨
罐
ア
田
村
光
彰
事
訳
『
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ナ
チ
ス
へ
の
抵
抗
　
一
九
三
三
－

　
一
九
四
五
』
（
現
代
書
館
、
一
九
九
八
年
）
一
穴
ω
§
α
q
日
磐
㌣
○
巴
一
回
転
免
ミ
◎
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肉
厚
浄
さ
獣
9
ミ
愚
職
§
偽
駄
G
隷
謎
欺
§
帖
嘗
裕
N
や
裕
蕊
（
0
累
日
げ
ユ
熊
α
Q
ρ
卜
。
O
O
ω
y

④
円
国
．
8
竃
ρ
さ
尋
隷
§
“
§
・
§
蹴
Q
ミ
ミ
、
譜
偽
ミ
ミ
寮
母
ミ
匁
ら
㊤
ご
、
宮

　
田
光
雄
・
佐
藤
司
郎
・
山
崎
和
明
訳
『
ヒ
ト
ラ
ー
政
権
の
共
犯
者
、
犠
牲
者
、
反

　
対
者
1
《
第
三
帝
国
》
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
と
教
会
の
《
内
面

　
史
》
の
た
め
に
』
（
舞
文
社
、
二
〇
〇
四
年
）
、
一
二
四
」
＝
一
五
頁
。
ま
た
河

　
島
は
、
告
白
教
会
に
お
い
て
「
消
極
的
（
教
会
的
）
抵
抗
」
か
ら
「
積
極
的
（
政

　
治
的
）
抵
抗
」
へ
と
い
う
変
化
が
見
ら
れ
た
と
い
う
見
解
に
対
し
、
外
形
的
変
化

　
に
関
わ
ら
ず
一
貫
し
て
「
教
会
的
・
信
仰
告
白
的
抵
抗
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調

　
し
て
い
る
。
河
島
前
掲
論
文
。

⑤
た
だ
し
こ
ー
メ
ラ
ー
自
身
に
、
必
ず
し
も
政
治
介
入
の
積
極
的
意
図
が
あ
っ
た

　
と
は
言
え
な
い
。
U
．
ω
o
財
導
箆
∬
き
防
ミ
こ
≦
§
ミ
鴨
、
（
ピ
。
巳
o
P
一
り
印
り
y
こ
こ
で

　
重
要
な
の
は
、
二
ー
メ
ラ
ー
の
「
政
治
介
入
」
に
対
す
る
抗
議
に
際
し
て
胴
い
ら

　
れ
た
論
理
で
あ
る
。

⑥
宮
田
・
佐
藤
・
山
暗
、
前
掲
訳
書
、
；
λ
頁
。

⑦
ω
邑
σ
q
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・
雪
6
餌
芦
§
偽
き
含
律
望
診
署
．
δ
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高
①
⑩
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⑧
宮
田
・
佐
藤
・
山
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、
前
掲
訳
書
、
一
三
九
頁
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§
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ミ
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ω
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⑩
冒
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唱
Φ
さ
弊
Ω
寒
ミ
§
四
も
．
卜
。
り
N

⑪
§
恥
§
ミ
勲
甘
ぞ
N
ρ
6
ω
。
。
．

⑫
当
時
国
教
会
聖
職
者
の
間
で
ド
イ
ツ
の
「
教
会
闘
争
」
に
製
図
す
る
事
は
、
ナ

お
　
わ
　
り
　
に

　
チ
ス
政
権
を
刺
激
し
さ
ら
に
悪
い
結
果
を
招
く
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
危
惧
が
あ

　
つ
た
。
勾
。
げ
げ
貯
ρ
ミ
詮
ミ
9
沁
織
喧
冒
匙
、
ミ
§
ミ
盤
冨
9
一
〇
。
ω
－
一
㊤
野

⑬
さ
§
ミ
巽
南
、
§
鳴
卜
慧
駄
§
○
ぎ
慈
§
駄
§
9
譜
、
兼
山
ミ
電

　
（
い
。
巳
o
P
量
り
泣
）
甲
噂
．
一
ω
’

⑭
門
舞
巳
ρ
§
三
型
犠
さ
§
§
v
・
ミ
（
い
。
p
恥
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p
6
お
）
も
唱
．
H
8
自
。
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■

⑮
↓
．
G
。
』
ぎ
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§
鳴
寒
黛
像
躇
9
田
口
帖
§
忠
駐
セ
（
じ
。
巳
o
P
6
ω
Φ
y
「
キ
リ
ス

　
ト
教
社
会
の
理
念
」
、
『
現
代
キ
り
ス
ト
教
思
想
叢
書
隔
第
三
巻
（
自
水
難
、
　
一
九

　
七
三
年
）
、
四
二
三
一
四
二
四
頁
Q

⑯
野
田
宣
雄
は
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
文
化
の
エ
リ
ー
ト
暦
へ
の

　
偏
り
が
、
労
働
者
階
級
に
精
神
的
空
白
を
生
み
、
「
代
替
宗
教
」
と
し
て
の
共
産

　
主
義
・
ナ
チ
ズ
ム
が
入
り
こ
む
余
地
を
作
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
野
田
宣
雄

　
『
教
養
市
民
層
か
ら
ナ
チ
ズ
ム
へ
一
比
較
宗
教
社
会
史
の
こ
こ
ろ
み
i
臨

　
（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
八
八
年
）
、
四
三
〇
f
四
三
五
頁
。

⑰
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§
黄
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誤
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窪
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ρ
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隷
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魯
豆
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§
魅
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題
§
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恥
§
§
鴨
§
・
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冒
鼠
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払
⑩
ω
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）
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■
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。
ら
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■

⑳
齢
嘗
磐
8
拶
巳
0
8
ρ
§
鴨
寧
袋
ミ
§
§
N
さ
§
・
§
恥
毛
．
鷺
O
・
邸
ご
■

⑳
　
こ
の
点
で
、
吉
田
正
広
「
社
会
改
革
に
お
け
る
教
会
の
役
割
に
関
す
る
ウ
ィ
リ

　
ア
ム
・
テ
ン
プ
ル
の
見
解
」
、
『
愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集
人
文
学
科
編
臨
第
一
七

　
号
（
二
〇
〇
四
年
）
は
、
中
間
団
体
と
し
て
の
教
会
の
役
割
に
注
目
し
て
い
る
。

　
テ
ン
プ
ル
は
一
九
四
二
年
四
月
の
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
就
任
演
説
に
お
い
て
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
を
「
わ
れ
わ
れ
の
時
代
の
偉
大
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

新
事
実
で
あ
る
」
と
評
し
て
い
る
。
一
九
一
〇
年
の
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
会
議
の
議
長
で
あ
っ
た
モ
ッ
ト
（
甘
仁
淀
一
①
主
星
ζ
。
巳
や
「
生
活
と
実
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践
」
会
議
の
提
唱
者
ゼ
ー
デ
ル
ブ
ロ
ム
が
と
も
に
教
会
一
致
へ
の
貢
献
を
理
由
の
ひ
と
つ
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も

分
か
る
よ
う
に
、
こ
の
運
動
は
西
洋
史
全
体
に
お
い
て
も
大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
国
内
に
お
け
る
エ
キ

ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
に
注
目
し
た
が
、
そ
れ
は
～
方
で
「
国
民
教
会
」
の
形
成
へ
と
向
か
う
過
程
で
も
あ
っ
た
。
既
に
テ
ン
プ
ル
は
第
｝
次
大
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
頃
か
ら
、
国
民
全
体
を
包
摂
す
る
よ
う
な
教
会
を
志
向
し
て
い
た
が
、
戦
間
期
に
お
い
て
こ
の
プ
ロ
セ
ス
が
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
運
動
と

エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
の
双
方
向
的
な
連
関
の
う
ち
に
進
展
し
た
と
い
う
の
が
本
稿
の
趣
旨
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
が

神
学
的
対
話
と
は
別
の
局
面
で
も
大
き
な
意
味
を
有
し
て
お
り
、
ま
た
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
の
意
義
も
経
済
政
策
へ
の
影
響
に
と
ど
ま
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　
テ
ン
プ
ル
が
志
向
し
た
「
国
書
教
会
」
は
、
同
時
代
的
に
見
れ
ば
ナ
チ
ズ
ム
と
あ
る
種
「
等
価
的
」
な
性
質
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方

で
時
間
軸
に
沿
っ
て
見
る
な
ら
、
そ
れ
は
宗
教
性
を
希
薄
化
さ
せ
て
ゆ
く
傾
向
を
有
し
て
い
た
。
す
で
に
一
九
一
九
年
授
権
法
の
策
定
過
程
に

お
い
て
、
国
教
会
の
範
囲
を
名
目
的
な
信
徒
に
ま
で
広
げ
よ
う
と
す
る
テ
ン
プ
ル
の
方
針
に
対
し
て
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か

け
て
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
を
指
導
し
て
き
た
ゴ
ア
（
○
ゲ
餌
H
｝
Φ
ω
　
∩
㌣
O
H
Φ
）
は
「
教
会
の
国
民
的
地
位
（
⇔
魯
。
津
ξ
。
ω
三
8
）
を
維
持
す
る
代
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

り
に
、
わ
れ
わ
れ
の
役
割
の
大
き
な
部
分
を
犠
牲
に
し
て
し
ま
っ
た
」
と
批
判
し
て
い
る
。
さ
ら
に
テ
ン
プ
ル
の
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
「
国
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

教
会
」
の
志
向
に
関
し
て
も
、
ヘ
ド
ラ
ム
は
教
義
の
軽
視
は
「
国
民
教
会
」
の
誇
張
を
招
く
と
批
判
し
、
「
教
会
の
一
致
に
近
道
は
な
い
と
い

う
こ
と
を
認
撃
る
こ
と
が
篁
に
霧
で
あ
る
・
そ
れ
は
真
実
（
曇
）
を
犠
牲
に
達
成
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
翰
・
ゴ
ア

や
ヘ
ド
ラ
ム
の
目
に
は
こ
れ
ら
を
犠
牲
に
し
た
と
し
か
見
え
な
か
っ
た
テ
ン
プ
ル
の
「
国
民
教
会
」
は
、
包
摂
的
（
国
民
的
）
な
フ
ェ
ロ
ー
シ

ッ
プ
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
国
民
と
い
う
基
盤
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
宗
教
団
体
と
し
て
の
教
会
の
性
格
を
変
え
る
も

の
で
も
あ
っ
た
。

　
第
二
次
大
戦
後
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
ア
ト
リ
ー
労
働
党
政
権
に
よ
っ
て
福
祉
国
家
が
形
成
さ
れ
、
こ
の
方
向
は
そ
の
後
の
保
守
党
政
権
に
よ
っ

て
も
受
け
継
が
れ
て
ゆ
く
。
こ
の
福
祉
国
家
の
建
設
に
際
し
て
大
き
な
貢
献
を
し
た
ト
ー
ニ
ー
、
ケ
イ
ン
ズ
（
冒
ぎ
ζ
曙
舞
凱
閑
①
旨
Φ
。
。
）
、
べ
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戦問期イギリスにおけるエキュメニカル運動とウィリアム・テンプル（井上）

ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
（
≦
肇
馨
頃
Φ
霞
《
ゆ
①
＜
Φ
臣
α
q
①
）
と
い
っ
た
知
識
人
は
テ
ン
プ
ル
と
緊
密
な
関
係
に
あ
り
、
テ
ン
プ
ル
自
身
も
　
九
四
皿
年
の
モ
ー

ル
ヴ
ァ
ン
会
議
の
開
催
お
よ
び
翌
年
の
『
キ
リ
ス
ト
教
と
社
会
秩
序
（
9
謎
織
§
昼
§
蹴
象
§
N
O
慈
じ
』
の
出
版
に
よ
っ
て
そ
の
形
成
に
キ
リ
ス

ト
教
的
裏
づ
け
を
与
え
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
こ
の
福
祉
国
家
の
建
設
が
本
稿
で
述
べ
て
き
た
テ
ン
プ
ル
の
教
会
像
か
ら
見
て
ど
の
よ

う
な
意
味
を
持
つ
の
か
と
い
う
問
題
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
次
に
問
う
べ
き
課
題
と
し
た
い
。
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　　On　the　other　hand，　in　the　latter　part　of　the　medieval　period，　another　type　of　eri

fish血g　right　emerged．　It　was　the　property　of　the　sh血es　of出e　guardian　spirits　of　a

vitlage，　that　appeared　when　collective，　autonomous　villages，　called　soson，　were

established．　This　type　of　eri　was　used　by　the　members　of　the　soson，　including　｝ower－

ranking　peasants．　ln　the　last　part　of　the　Edo　Period，　the　right　of　use　was　extended　to

ali　the　mhabitants　of　such　a　vMage．

　　In　relation　to　fishng　resources　in　the　littoral　zone，　the　number　of　those　who

benefited　from　commons　expanded　with　the　passage　of　time　as　seen　from　the　above．

Likewise，　the　right　to　use　commons　had　been　essentially　restricted　to　a　closed

rnembership，　and　those　who　received　it　were　the　members　of　tlte　miyaza，　an

exclusive　religious　organization．

　　The　fomi　of　the　usage　of　communally　held　resources　has　never　been　foced　and　has

always　changed　along　with　conditions　in　human　societies．　An　analysis　of　such　changes

from　the　historical　point　of　view　may　lead　to　an　understanding　of　how　human　beings

canied　out　sustainable　use　of　natural　resources　over　a　lengthy　period　o麦t油e．　The

signiiiicance　of　the　need　to　study　the　problems　of　commons　in　histortcal　perspective

lies　theyein．

The　Ecurnenical　Movement　in　England　and　William　Temple

by

INouE　Osamu

　　In　the　inter－war　period，　one　of　the　most　charactertstic　features　of　the　Christian

world　was　the　ecumenical　movement．　This　movement　aimed　for　the　reunion　of

Christian　denominations　that　had　long　been　separate．　The　modern　meaning　of　the

term　ecumenica｝　movement　rose　from　the　World　Missionary　Conference　at

Edinburgh　in　1910．　After　the　First　World　War，　conferences　on　“Faith　and　Order”　and

“Life　and　Work”　were　held，　and　they　served　as　the　new　channels　in　which　the

ecumenical　movement　rapidly　developed．　The　most　vigorous　leader　of　this　movement

was　Wibiam　Temple　（1881－1944）．　He　was　an　Anglican　bishop　of　Manchester　（1921－

29），　Archbishop　of　York　（1929－42）　and　of　Canterbury　（1942－44）．　He　was　also　a　leader

of　the　Christian　socialist　movement　in　England．　This　movement　urged　the　church　to

imervene　in　social　problems　of　the　secular　world　and　aimed　to　move　the　church　away

from　its　introspective　concem　with　spuitual　salvation．

（944）



　　In　prior　studies，　these　two　movements　（the　ecumenical　movement　and　the

Christian　socialist　movement）　have　been　interpreted　as　disparate　and　treated

separately．　The　ecumenicai　movement　has　been　taken　as　worldwide　reunion　of

churches　within　the　sphere　of　ecclesiastical　history，　and　the　Christian　socialist

movement　has　been　evaluated　in　terms　of　its　political　or　econorrrical　effect　iR　the

secuiar　world．　The　purpose　of　this　article　is　to　understaRd　and　treat　the　inteyaction　of

the　two　movements．　The　ecumenical　movement　has　played　an　important　role　not　only

in　the　ecclesiastical　sphere　but　also　in　the　secular　sphere，　and　the　Christian　socialism

movement　gave　shape　to　the　ecumenical　ideals．

　　This　mutual　relationship　in　the　inter－war　period　began　with　the　Conference　on

Christian　Politics，　Econorrtics　and　Citizenship　（COPEC）　held　in　Bir：rningham　in　1924．

At　COPEC，　many　social　topics，　includmg　“Politics　and　Citizenship”　and　“lndustry　and

Property，”　were　taken　up　for　discussion　and　the　church　was　urged　to　intervene　in

social　problems．　What　is　irnportant　is　that　the　agent　of　this　intervention　was　to　be　“the

Church，”　not　the　Anglican　Church．　ln　this　sense，　COPEC　has　great　importance　not

only　in　the　history　of　Chnstian　socialist　movement　but　also　in　the　ecumenical

movement．　Moreover，　COPEC　became　a　basis　for　Temple’s　activities　in　the　inter－

war　period．

　　The　intervention　in　the　coal　dispute　of　1926　exemplified　his　movement．　Temple　and

other　churchmen　set　up　the　Standing　Conference　of　Christian　Churches　on　the　Coal

Dispute　to　intervene　and　mediate　between　capital　and　labour．　This　mediation　was

important　as　a　case　of　intervention　by　the　Christian　church　in　social　matters，

however，　it　was　even　more　important　in　that　the　Standing　Conference　included　many

nonconforrnist　priests．　The　interveRtion　itself　thus　had　an　ecumenical　meaning．　This

intervention　demonstrated　Temple’s　strategy　of　preseRting　“the　Church”　through

social　action．

　　The　Oxford　Conference　in　1937　also　had　great　signiflcance．　This　was　the　second

conference　on　“Life　and　Work，”　and　it　was　tinged　with　a　Chnstian　socialist　cast．　At

this　conference，　the　formation　of　the　World　Council　of　Churches　was　proposed．　The

Oxford　Conference　was　a　watershed　for　the　ecirmenical　movement　tipping　it　in　the

direction　of　Christian　sociatism．

　　Such　reciprocal　developrnents　between　the　two　movements　were　indispensable　in

realizing　Temple’s　vision　of　a　new　Church　that　was　both　ecumenical　and　national．

　　This　idealized　vision　of　the　church　is，　in　some　sense，　equivalent　to　Nazism　in

character．　Temple　himseif　recognized　this　when　he　stated　that　poljtlcal　faiths　such　as

Nazism　played　the　same　role　as　the　church　in　presenting　“fellowship”　to　the　nation．

Needless　to　say，　there　were　many　dfferences　between　these　two　systems　of

thought，　especially　in　their　understanctirig　of　the　role　of　the　state．　Recognizing　such
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essential　differences，　but　also　noting　the　sirnilarities，　one　sees　that　Temple’s　view　of

the　church　played　aii　important　ro｝e　in　the　history　of　the　period．

Conflicts　of　Secular　Lords　in　Light　of　a　Historical　Docttment

　　　　　from　11th－Century　Poitou：　Amicable　Settlements，

　　　　　　　　　　　　　　　War，　Vassalage，　and　Bodies

by

ToDOROKI　Kotaro

　　Studies　of　confiicts　and　their　resolutioR　in　medieval　European　society　have

prourerated　recently．　One　can，　however，　point　out　that　these　studies　display　two

problems．　One　concerns　documentation：　prior　studies　have　focused　almost

exclusively　upon　monastic　documents，　which　have　led　them　to　stress　the　importance

of　amicable　settlements　or　compromises　in　feudal　disputes．　The　other　is　a　theoretical

one：　those　studies　have　viewed　the　judicial　system　only　in　terms　of　its　function　in

eliminating　clisputes　or　military　confron£ations　and　restoring　social　order．　The　author

believes　that　this　pyesupposition　is　in　need　of　re－evaluation．　For　this　reason，　this

paper　analyzes　a　rare　historical　document　from　early　eleventh－century　Poitou，　a

region｛n　Westem　France．　The　decument　closely　depicts　con血cts　between　secUlar

Iords　from　a　worldly　perspeetive．　This　document，　entitled　“le　conventum，”　is

something　of　an　apology　whose　writer　attempts　to　support　and　justifY　tlte　claims　of

one　of　the　a皿tagonists，　Hugh　of　Lusignan，　against　other　secu韮ar　lords，　and　above　an，

William　V，　Duke　of　Aquitaine．　The　paper　also　argues　that　those　compromises

concluded　in　the　couyse　of　conflicts　between　the　secular　lords　are　closely　connected

to　factors　considered　outside　the　sphere　of　justice，　such　as　warfare　or　feudal

contracts．

　　Firstly，　the　confiicts　observed　between　castelians　in　this　region　were　never　free

from　intervention　from　their　superior，　Duke　Wanam．　lmportantly，　his　inteyvention

was　far　from　the　neutral　rnediation　stressed　by　previous　researchers　who　relied　on

monastic　documents．　William　is　depicted，　for　example，　requesting　that　Hugh　cancel　a

pact　of　amicable　settlementthat　he　had　concluded　with　another　castellan　and　instead

sign　another　which　was　more　politically　favorable　to　the　duke　himseif．　At　first　glance，

some　pacts　or　conventions　concluded　between　secular　lords，　including　the　Duke　of

Aquitaine，　seem　to　be　compromises　between　them．　Actually，　in　most　cases，　they　are

（942）


